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１．議事日程 

  〔平成２９年第４回安芸高田市議会１２月定例会第６日目〕 

 

                             平成２９年１２月１２日 

                             午 前 １ ０ 時 開 会 

                             於  安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１８名） 

    １番    新 田 和 明     ２番    芦 田 宏 治 

    ３番    玉 重 輝 吉     ４番    玉 井 直 子 

    ５番    山 根 温 子     ６番    前 重 昌 敬 

    ７番    石 飛 慶 久     ８番    児 玉 史 則 

    ９番    大 下 正 幸    １０番    山 本   優 

   １１番    熊 高 昌 三    １２番    宍 戸 邦 夫 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

   １５番    金 行 哲 昭    １６番    青 原 敏 治 

   １７番    水 戸 眞 悟    １８番    先 川 和 幸 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

   １３番    秋 田 雅 朝    １４番    塚 本   近 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（２１名） 

  市 長  浜 田 一 義  副 市 長  竹 本 峰 昭 

  教 育 長  永 井 初 男  総 務 部 長  杉 安 明 彦 

  企 画 振 興 部 長  西 岡 保 典  市 民 部 長  広 瀬 信 之 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  可愛川 實知則  産 業 振 興 部 長  猪 掛 公 詩 

  産業振興部特命担当部長  青 山   勝  建設部長兼公営企業部長  伊 藤 良 治 

  教 育 次 長  土 井 実貴男  消 防 長  山 平   修 

  会 計 管 理 者  兼 村   恵  八 千 代 支 所 長  佐々木 早百合 

  美 土 里 支 所 長  毛 利 幹 夫  高 宮 支 所 長  中 谷 文 彦 

  甲 田 支 所 長  小 玉   勝  向 原 支 所 長  新 谷 憲 三 

  総 務 課 長  高 藤   誠  財 政 課 長  河 本 圭 司 
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  政 策 企 画 課 長  行 森 俊 荘 

 

 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（４名） 

  事 務 局 長  大 田 雄 司  事 務 局 次 長  森 岡 雅 昭 

  総 務 係 長  國 岡 浩 祐  専 門 員  大 足 龍 利 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○先 川 議 長  おはようございます。 

 定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は18名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○先 川 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において13番 

秋田雅朝君、及び14番 塚本近君を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 一般質問 

○先 川 議 長  日程第2、昨日に引き続き一般質問を行います。 

 一般質問の順序は通告順といたします。 

 それでは質問の通告がありますので順次、発言を許します。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  おはようございます。 

 昨日、若い議員さんが挨拶の元気さが大事だということを教えていた

だきましたんで、きょうは1番バッターですので元気よくいきたいと思

いますが。きょうはこの冬一番の寒波でございます。川根を出るときに

はちょうど0度でしたけども、横田のほうで－3度、吉田に来て－2度ぐ

らいということで、凍結もあって非常に厳しい一日の始まりとなりまし

たが、まさにこれからいろいろ議論をしていく生活支援員とか、あるい

は地域支援員とか、そういった役割が非常に重要になるようなそういっ

た季節にもなってまいりましたが、一つそういった観点も含めて市長の

御見解を伺っていきたいというふうに思っております。 

 今回私のほうは2点ほど項目を出しております。 

 1つは、人口減対策についてということで、これは前回、それ以前か

らずっと皆さんの意見を聞きながら進めてまいっておりますけども、こ

れは非常に幅の広い問題でございますし、いろんな視点が必要だという

ふうに思いますが、そういったものを一ついろんなつながりの中でお伺

いしてみたいと思います。 

 2点目は、獣害対策ということで提案しております。これは今回議会

で各常任委員会で地域懇談会というのを各町に出て計18回ほど行ってま

いりましたが、私の所掌する産業建設常任委員会、ここで一番出た問題

がこの獣害対策ということでした。これについては他の議員さんも2名

ほど同様な質問を出しておられましたが、議会としての調整をする中で

私のほうが一本化して問い合わせをするということになっておりますの

で、非常に重要な問題でございますので、一つこの件に関してもよろし
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くお願いしたいと思います。 

 それではまず第1点目の人口減対策について。まず（1）の市として各

町単位での推進方針と取り組みということで、まずはお伺いしたいと思

います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  おはようございます。 

 「各町での人口減対策の推進の方針と取り組みについて」の御質問で

ございます。 

 前回に引き続いての御質問でございますが、前回申し上げたのとダブ

るかもわかりませんが御了承願いたいと思います。 

 本市の人口減の状況は、地域によって差がございます。国道54号線、

ＪＲ芸備線は社会増になっておりますけど、それ以外の地域では社会減

の傾向が強く出ております。その対策についても、地域の特色に応じた

推進方針である必要があると考えておるところであります。 

 例えば、国道54号線、ＪＲ芸備線沿線につきましては、広島市に通勤

可能であることから、広島市のベッドタウン的な位置づけになるような

対策も考えられます。 

 また、広島市に接近した地域の事業所につきましては、毎年広島市内

から通ってこられる方の車による渋滞が起こるような状況もあることか

ら、そういった通勤される方々に市内に住んでいただくための施策も必

要と考えておるところであります。 

 本市の北部の地域は、豊かな田園地帯が広がるのどかな風景が特徴で

あります。伝統芸能である神楽や、はやし田が盛んな地域でもあります。

こういった地域においては、自然の中でゆったりと過ごす生活の提案、

神楽や農業などを楽しみながら暮らす生活の提案など、地域の特性を際

立たせた施策が必要と考えられます。 

 具体的な施策につきましては、これから検討してまいりますが、地域

の特性に応じた適切な施策を行って、市全体で社会増としていけるよう

に努力していきたいと考えておりますので、御理解を賜りますようお願

いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  前回の引き続きということもありますので、数字的なことを申し上げ

るのは時間も少ない状況なので申し上げませんが、関係もありますので

（2）のさらに各町の振興会単位、あるいは旧小学校単位での具体的な

取り組みは、ということでお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「振興会単位、旧小学校単位での人口減対策の具体的な取

り組みについて」の御質問にお答えいたします。 
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 先ほどの御質問に対するお答えの中でも申し上げましたとおり、地域

の特色に応じた適切な施策を行う必要があると考えておりますが、御質

問はさらに小さな区域ごとの具体的な取り組みということでございます。 

 市として行う取り組みといたしましては、先ほど申し上げましたよう

な比較的広い視野に立った施策ということになろうかと考えております。

議員御指摘のような振興会の単位、旧小学校単位では、地域の皆様によ

るみずからの地域をより住みやすく、より魅力的にする地域づくりの視

点による取り組みが一番の方法であると考えますので、市としてはその

取り組みを支援してまいりたいと考えております。 

 そのために必要な地域の現状をあらわした客観的なデータについて、

現在整理をしているところでございますが、そのデータをもとに地域の

皆様と一緒に、地域の課題解決を検討したいと考えておりますので、御

理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  引き続いて（3）の先ほどの（1）・（2）それぞれの実績数に対する

というふうに書いてますが、これはちょっと逆の書き方のほうがよかっ

たかなと思いますが、目標値に対して実績数がどうであったか、あるい

は目標数と書いてあるのは、その次の目標ということもつながっていく

ということで、こういう書き方になってしまいましたが、そういったと

ころについての数字的な根拠を少しお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「各町単位の人口減対策、振興会・旧小学校単位での人口

減対策の数値目標について」の質問にお答えいたします。 

 市全体としての人口減対策の数値目標につきましては、人口ビジョン

にあるとおり、平成31年度の人口目標が2万8,500人、平成36年度の目標

人口が2万7,500人でございます。 

 先ほど申し上げましたとおり、地域の現状をあらわしたデータについ

ては、現在整理中でございます。今後の地域ごとの具体的な取り組みを

市民の皆様と一緒に考えていく上では、必要な情報であると考えますの

で、整理を進めていきたいと考えておりますので、御理解を賜りますよ

うお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  （1）・（2）・（3）簡単に御答弁いただきましたが、これを総合的

に見たときの協議を少ししたいと、議論したいと思いますが。 

 前回、あるいは以前からそれぞれの地域での数字というのは西岡部長

のほうからかなり詳しく前回報告をいただきましたが、そのときにその

結果を見てどのような影響でそういう数字になったかというふうなこと

をお聞きしましたが、そのときにはあんまり深まった原因の究明といい
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ますか、分析というのはやってなかったと思いますが、そこら辺につい

てその後さらに各町単位、あるいは各振興会、あるいは小学校単位で取

り組んでいくべき課題というのが、その分析でどのように見えてきたか

ということをもう少し詳しくお聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 企画振興部長 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  前回のデータの分析、さらなるこれからの分析ということで御質問だ

と思いますけれども、前回のデータをお示しした折に申しましたとおり、

客観的な現状の数値を前回申し上げております。その中身の分析につき

ましては、その理由を御説明いたしましたが、若干どういうんですかね。

住基からのデータを取り入れた分析が必要かなと思っております。 

 このたび、予算も要求すべきではありましたが、若干まだ詰めるとこ

ろができておりません。そういった部分では、例えば旧6町単位での増

減というのもお示ししましたけれども、その増減がとかく県外からなの

か、例えば市内の、例えば高宮から吉田町、甲田町へ移ったものなのか。

そういった部分を分析するには、やはり住基の部分のデータという部分

を分析することが必要なんだろうと思うんですね。そういった内外の動

きをどういった地域へ人が動いておるかという部分を分析をするのはも

う少しお時間をいただきたいと。 

 システム的な部分もこれから練っていかなければならないというふう

に思っております。そういった意味では、今回お示しする部分の中身に

ついてはございません。また、2月でもそういった部分の補正予算をあ

げていきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○先 川 議 長  以上で答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  部長のほうから今、前回からのあんまり進展がないという、理由も含

めておっしゃってましたが、行政の立場とすれば正確な数字というとい

うのをつかみたいというのは当然理解できるんですけども、やはり取り

組みというのはもう少しスピード感が必要だと思うんですね。ですから、

住民基本台帳、そういったものを基本にするというのは当然のことです

けども、例えば聞き取りをしたり、アンケートをとったり、そういった

流れを早くつぶさにつかむというそういった取り組みが必要じゃないか

と思いますが、そういった取り組みをされるお考えはありませんか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 企画振興部長 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  先ほどの市長の答弁の中にもございましたが、ある程度前回お示しし

た数値等につきまして、実際に地元、地域がどういった部分での考え方

をされておるか、今後されるかという部分は今議員おっしゃった部分も

必要かと思います。 

 しかしながら、基本的にはその動きを支援するという答弁でございま
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したが、アンケートについては総合計画の部分でもとった部分はござい

ます。そういった部分での分析はできるとは思いますけれども。実際に

いかにこの人口減少を危機感を持って考えてもらうかという部分も当然

大切になってくるんだと思います。基本的に、行政主導という部分もあ

りますが、やはり地域との連携というのは、どうしても出てくると思う

んですね。そういった意味では今議員おっしゃいました部分も必要な部

分であろうかとは思います。 

 今後検討したいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  そこでですね、生活支援員とか地域支援員、これがまだまだ十分な認

識の統一化といいますかね、共通認識にまだまだなってないところもあ

るんだとは思いますけども、そういった取り組みをすることによって、

そういった情報というのが早く入るんじゃないかなという気がするんで

すね。 

 きょう支所長さん、それぞれ各町単位でいらっしゃいますけども、吉

田を除いていらっしゃいますけども、支所との地域支援員、ここらとの

連携というのはどのように、先ほど申し上げたようなことも含めて、ど

のようにしていくことでそういったニーズあるいは市長おっしゃるライ

フスタイルの把握というようなことも含めて、細かい生活の密着した部

分からその各地域単位での課題といいますかね。そういったものも出し

ていく必要があると思うんですが、その辺について今後どのようにお考

えを持っていかれるのか、お伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  議員御指摘のように、スピード感をもってデータに基づく施策の展開

が必要と考えております。これがいろいろ一生懸命やってるんですけど、

データ不足とか、角度の違いとかあるんで、今その検討を要する時間が

欲しいと今担当部長が説明したわけでございますけど。 

 今回私が提案している生活支援員は、その基礎データをとるという意

味で非常に役に立つと思うんですよ。このデータがないと、何ぼ県の統

計で言ってもだめなんで、このことを市民の方々の実態の把握、これし

っかりとることによってこれからの事業の展開が見えてくるんじゃない

かと思っております。ほいで、今最重点課題として今副市長を中心に、

各支所、個別に回っておりますけど、非常に手応えもなかなかあって、

何ではよやってくれんかったんかとかってこととかございますけど、こ

れ今までやってなかったっていうことは事実でございますので、これを

契機に実態を把握しながら次の展開にまた結べていきたいと思っており

ます。 

 福祉計画にしても、やっぱり行政が老人の方々が施設に入るのに行政

はあてにならんから、2カ所も3カ所も申し込んどったんじゃ全然今のま
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ちづくりのスタートラインに乗れんわけですから。この基礎的なデータ

をしっかりとつかみながら、市民に安心感を持たせながら次のステップ

にいきたいと思ってますので、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長おっしゃるように、まさにそういったところにスタート切ったわ

けですから、非常にいい方向に動き始めたというふうに先般から申し上

げとりますが、それを早く生かすためには、やはり生活支援員というも

のを、現在いろんな形で4つの振興会を中心に動きが始まっとりますけ

ども、そこらもまだ試行錯誤しながらという実態があるんですね。 

 私も川根ですから、川根の振興会がそれを受けておりますし、いろん

な議論を始めておりますし、小さい単位で言えば、私の行政区にそうい

った話がきて、区長さんがこんな制度が新しくできて、するんですよと

いうことで、私も補佐的な発言はしたんですけども、とにかくみんなで

そういった方向を進んでいくためのスタートなんで多少の理解できない

部分があっても、みんなでやっていきましょうという市長の思いという

ものも伝えながら話をしていたんですね。 

 ですから、来年度はその各町ごとの地域支援員ですかね。現在4名の

地域支援員という形ですかね。その辺を進めていかれるんだと思います

が、その辺のまずはお考えをちょっとお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御指摘のように、これ市民への浸透いうのは非常に大事な課題だと思

います。私今一番悩んでいるのは、現在仕組みがあるわけです。生活の

今の実態、何ていうかな、年寄りの安否確認とか、いろんな細かいこと

も民生委員の方がやられたり、嘱託員がやられたり、行政嘱託員とか老

人会がやられたり、振興会がやったりと。いうてあるんですけど、この

やっておられることのばらばらでやっておられるんで、この統一という

ことに非常に重点を置いて、時間かかってるわけです。 

 このたび4つの地域、川根地区と房後地域と八千代の上根地区と、そ

れからもう一つは横田地区、美土里の。これは振興会、地元の意見が一

応まとまったということでスタートさせてもらいましたけど、本当いっ

たら全部スタートしたいと思ってます。各地域もやりたいんですけど、

各地域はそれぞれの課題があって、市長が言うことはもう振興会長をや

っているよとか、もういわゆる嘱託員がやってるとかと温度差がござい

ますんで、ここのトラブルを仲よくしたいと。もちろん社協との兼ね合

いも含めてですけど、こういうところなくなったところからいうことで

ございます。 

 御指摘のように、早くスピーディにやろうと思ったら、もっとここを

積極的に説明して歩かにゃいけんと思いますけど、ここのところはちょ

っと我々もことし、去年初めて提案した事業なんですから、このことも
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うまく育てるためには慎重に早くということで、これからもいきたいと

思います。地域の煮詰まったところから、できる限り早い時期にこの仕

組みをまとめていきたいと。そのことが、後からまた質問あると思いま

すけど、まちづくりの原点につながると思うんです。絶対にもう年寄り

ばっかり住んで、もう老人会がふえるわけですから、ここの地域をどう

していくんかと、この老人の方をどう守っていくのかと、守ってもらう

ためには若い人どう住んでもらうんかという課題につながると思います

ので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 地域の今の説明とか、具体的な方法につきまして、副市長が先頭に立

ってやってますんで、ちょっと説明をしてもらいますんで、よろしくお

願いします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  安芸高田市が現在進めてます生活支援員制度につきましては、市とし

ての基本的な方針、計画というのは、第2次総合計画に基づく柱に基づ

いて、さらにまち・ひと・しごと総合戦略、さらには実施計画、そうい

ったものに基づいて基本的数値目標等をもとに政策を展開しているのが

現在の状況です。 

 そういった中、今回のデータ、または生活支援員制度等による地域の

課題、地域の実情等踏まえたさらなる施策というのが必要になってくる。

そういう基本的な思いであります。ただ、そうした中、生活支援員制度

につきましては、大きな柱であります安芸高田市の現状を考えたときに、

地域の中で安心して暮らせるまちづくりを進めていこうという総合計画

の大きな柱のもと、そういった中市長の市民総ヘルパーの構想のもとに、

地域の中で安心して暮らせるまちづくりをどのようにして進めていくか。

そうしたときにはどうしても地域の公助的なもの、共助的なもの、また

は自助、そういったものをお互いに組み合わせていく中で、進めていき

たいという思いで現在進めておるところです。 

 先ほど市長の答弁にもありましたように、現在4地域で進められてい

ますが、1月からは新たにやっていきたいとか、具体的な役員会、総会

等踏まえて来年の4月からやっていきたい。そういった地域も多くあら

われてきとります。さらには、来年度中には全地域でこの制度が進むよ

うに進めていきたい。そういった思いで現在進めているところです。 

 そういった中、生活支援員制度の充実と、そういったことを進めるに

あたって、生活支援員を来年度においたら状況において、まだ判断は確

実にはできてませんが、各町1名置くような実態でも対応できれば、そ

ういう方向でさらには今後においての介護保険制度との仕組み等にマッ

チする仕組みで検討していきたいのが現在の思いでございます。 

 以上です。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 
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○熊 高 議 員  副市長の答弁になると逆に広がったような感じがして、これまでの経

緯も含めて御説明いただきましたが、私が申し上げたいのはそういう段

階を今過ぎて、次の実行段階に入ってきたわけです。その中でいろいろ

課題も見えてきたということがあるんですね。もう既に。だからそうい

うところをどんなふうにクリアしながら全市的に広げていくのか。その

ときに地域ごとの支援員という形の位置づけの中で、振興会との連携と

いうのがあるんですけれども。その辺が見えたような見えんようなとこ

ろがあるんですね。 

 もう一つは、さっきも申し上げかけましたけど、支所の支所長さんを

中心に、その地域ごとのやっぱり核になるのは支所になるべきだと私は

思うんですね。そういった連携をその生活支援員、地域支援員というと

生活支援員と私がごっちゃになっとるんかわかりませんけども、その辺

のところが私自身もなかなか理解してないところがありますし、市民の

皆さんにも説明するときに、その辺が本当に明確に説明できるという状

況になかなかないんですね。だからそういう仕組みをどんなふうに本当

に考えていかれるのか、というところをもう一度少しわかりやすく説明

いただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  確かに言葉の、生活支援員制度という言葉と生活支援員、また地域の

中で見守っていただく支援員さん、ここがごっちゃになっているという

のは私もよく理解してます。そこの説明が十分仕切れてない実態にある

んだろうと。 

 まず、大きくこの仕組みをやっていこうというのが生活支援員制度と

いうのをまずは理解していただきたい。今回4名を任命しとります生活

支援員というのは、行政的に任命するというふうに予算化いただいとる

支援員というのは、この制度を定着するために各振興会等の連絡等をお

願いする中で、まずこの制度を定着していきたい。そういった中で、地

域との課題もあればそういったのを吸い上げて、行政的につなげていた

だきたいとお願いしているのが生活支援員。そして、この制度の中で振

興会等の中で見守っていただく人を地域の中で支援員と呼ばれとる実態

もある。見守る人のことを支援員と言われとる実態もある。 

 このように言葉の使い分けをきちっとお願いしたい。ただそこはちょ

っとこんがらがっとる実態があるんではないかと思っております。 

 そういった中、今当然この生活支援員制度を各町に、また振興会等に

お願いするに当たっては、支所との連携をもとにやっぱり進めていかな

くてはいけない実態が多いというのは我々も承知しております。ただ、

全体的な仕組みですので、支所、及び本庁と連携をとって、各地域に、

この制度の普及に努めるよう、やっていきたいというまで現在取り組ん

でいる状況です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  支所、あるいは支所長を含めて、そこの組織としての連携というのを

もう少し詳しくイメージをお話しいただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  今回の生活支援員制度というのは、全体でやり切っていこうという中

で幹部会議等での全体の確認、さらには全職員にこの制度の内容等、研

修していく。そういう仕組みをとらせていただく中で、現実的な各振興

会等の窓口としては支所が大きくかかわっているので、支所との連携の

中で振興会とのつなぎ役、またそこへの説明の日程調整、そういったも

のを具体的にやっていただく中で、地域等にその説明会をやっていく中

でこの制度を定着していくよう、支所と連携をとってやってるという状

況でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  当然いろんな説明会には支所長さんも含めて支所の方が出られており

ますし、ただなかなかそういう支所長に権限といいますかね。そこらが

どこまであるんかというところが少し見えないんですね。ややもすると、

いわゆる本庁からのパイプ役になっておるだけかなというところも見え

てくるんで、例えばいろいろ議論がこれまでもありましたが、それぞれ

の地域というのは（1）・（2）で私が書いたのは、地域の課題というの

がやはりあるんで、それは本庁にもわかるとは思いますけども、やはり

支所長が現場に直結しておるわけですから、そこら辺をきちっと現場に

出て分析をするということが大事だと思うんですね。 

 例えば、八千代あたりだったら、社会増というのも出ておりますが、

それは企画部長おっしゃったように、住宅事情のところからきとるんじ

ゃないかと。いうようなこともおっしゃいましたが、さらにそこら辺を

その地域の課題としてどのようにあるかというところがあれば、例えば

地域の人がおっしゃっているのは、空き家対策でももう少し水回り、風

呂場とかトイレとかそういった改修にもう少し具体的に費用が出ればい

いとか。あるいは、農地あるいは山林が一体となってどうしても売ると

いうときには一本化して売るんで、そこら辺がもう少し分離をすればい

いというようなことも、八千代に限らずあるんですね。 

 そういった具体的な人の顔が見えるような状態で支所長がその地域に

行って、状況を聞いて、それをその八千代の地域だったら、八千代の地

域の政策として練っていくと。そういう仕組みを私はイメージしてるん

ですよ。 

 市長おっしゃるように、福祉部門がしっかりこの背景にはあるという

ふうに思いますが、人口減対策ということですから、若い人も含めて全

ての人にそういった仕組みが伝わるようなものにする必要があると思い

ますね。そういったことをもう少しイメージしていただきたいというこ
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となんですが、いかがでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  確かに各支所長は各地域の実情、課題、そういったものを把握する状

況は多いと思います。そういった中で、市としての仕組みがどういう仕

組みになっとるかというと、市としたら幹部会議等の中で各部長、及び

支所長、そういったものを政策の課題、検討、または進捗状況、そうい

ったものを積み合わせて市としての方針を出していく場というのをきち

っと設けております。そういった中で地域の課題等においても、政策的

にどのようにやってく。それは今の実情の中では議論する場もそうした

方針を出す場もきっちりもってやっていっとるには実情です。そういっ

た中で、地域の事情、そういったものを踏まえた施策展開を進めるよう、

人口減対策になるよう、そういう仕組みの中で検討を進めていきたいと

いうふうに考えております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  深まった議論にするには、もっともっと時間が必要だと思いますが。

要は支所長の権限を以前は部長の待遇でしたけども、やはり権限も含め

て支所長にもう少しいろんな地域との接点のときに、地域の皆さんの意

見をすんなり返していけるような仕組みというのがもっともっと必要か

なという意味で、今後の組織的な課題も含めてお願いしておきたいと思

いますし、今支所長に聞くと言っても、なかなかそういう状況でしたら、

難しいなという気がするんで、次回はぜひそういった仕組みの中で支所

長の取り組みが各町の意欲というのを出していけるような、そういった

議論もしてみたいなという思いがしております。これは継続的に状況見

ながら議論していきたいと思います。 

 さて、その中でやはり人口減対策の中で、邑南町のこともテレビでこ

の間ありましたが、邑南町ももとはと言えば、安芸高田市の自治組織の

流れを生かしてきたということなんで、ルーツは安芸高田にあるわけで

すから、そこら辺も含めてやはり取り組みのポイントをあえて特化して

きたという部分、子育て日本一とかいう形でおっしゃってましたけど。

だから安芸高田市の大きなそういう人口減対策のポイントというのが、

特に社会増に対するポイントをどのように考えておられるのか、改めて

聞いてみたいと思うんですが。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  人口減対策、非常に大事なんですけど、私今考えているのは先般も申

し上げましたように、1つは教育レベルのアップをせにゃいけんと。対

外的にですよ。それと、もう1つは就労の場をちゃんと確保せにゃいか

んということです。で、子育てがしやすい、子育てを無料化と言ってる

んですけど、課題に向かって今挑戦していますけど、これが対外的に言
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えるようにしたいということです。 

 もっと言えることは、やらにゃいけんことは、私どもの安芸高田のい

いところ、神楽があるよとか、歴史があるよとか、毛利元就の歴史があ

るよとか、甲立古墳があるよとか、そういうようなことをちゃんとうま

く広報できるようなシステムづくりを今してますんで、これをしっかり

やったら決して邑南町に負けることはないと思いますので、ここらが今

までよその町と比べて非常に意識が、訴えてるんですけど、なかなか成

果が見せられないというとこに課題があると思います。 

 この点をしっかりと今これからもやっていこうと思いますので、御理

解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  今市長がおっしゃったことだと思います。そのもう一つ裏づけとなる

ものが、やはり雇用とその収入っていうんですかね。きのう新田議員さ

んからあったように、世帯別の収入というのは非常に安芸高田市低いと

いうふうなこともおっしゃってましたが、その収入の世帯ごとの収入目

標というのをやはりつくるべきじゃないかと思いますが、その辺につい

ての御検討、お考え等があればお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  事業を進める上で、見える化を図るためにはやっぱり数値目標大事な

んですけど、我々もそういうところをしっかりと検証していかにゃいか

んということなんで、今数値目標と言われてもなかなか数値出せる話じ

ゃないんで、これからも数値目標出せるように、見える化を図るような

努力をしていきたいと思いますので、御理解をしてもらいたいと思いま

す。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  雇用とかいう形が出ますけど、雇用の先には収入なんですね。昨日新

田議員さんおっしゃったんで、詳しく少しあと聞いたんですが、安芸高

田市の平成23年度は300万未満が41％、300万から500万の収入の世帯が

30％なんです。約7割が500万以下の世帯収入なんですね。500万から700

万ぐらいが16％ぐらいなんですね。一定の子育て、そういったものをす

るためには、2世代、3世代含めて、やはり500万から700万の今の16％の

世帯を何％にするかというような数値目標をつくるべきだと私はきのう

の話を聞きながら思ったんですね。 

 そういった視点を持っていただくということはできませんか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほどの答弁でそういうつもりなんです。そういうように努力してい

くと答えたつもりなんですけど。 
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 数値目標、何100万にしたらええかというのは、やっぱり国、県とも

検証していかにゃいけん数字なんで、このことをしっかり決めた以上は

達成できるように努力したいと思います。その数字ということは我々も

意識を置きながら行政目標をつくっていきたいと思いますので、御理解

してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  その数字目標を例えば500万から700万の所得を世帯収入にするという

ことになれば、そのためにどういった仕事があって、どういう月収があ

って、それが年間として500万から700万になるんだという、そういう逆

算をする必要があると思うんですね。企画部長、そういった視点で移住

定住、そういったものを考えたことはありませんか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 企画振興部長 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  年間収入のことだと思いますが、統計的にはそういったデータはある

と思いますが、人口減対策をそういった数字という部分は現在のところ

いたしておりません。逆にそういった低所得者の部分については、行政

としての支援という形で今までの流れは来とると思います。 

 そういった見方もあるかもわかりませんが、どのように収入を捉えて

いくかという部分、ある程度統計だけではなくて、いわゆる企業との部

分も当然出てまいりますので、景気動向もあると思いますが、そのあた

りの部分もどういうんですかね、ちょっと難しいところもあろうかとは

思いますので、そういった考え方もあるという部分では、考慮に入れて

おきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  そういう御答弁にしかならんでしょうけども、そこを抑えないと、本

当の意味の人口減対策というところにつながっていかないと思うんです

ね。ですから、3ブロックに分けた総合計画がありますけれども、そこ

の地域でどういった産業をきちっとつくり上げていけばそこで働く人が

何人おって、どのくらいの収入があって、そこで世帯としてどう営みを

されていくかと、いうところまで見えないと、本当は、この本当に3万

人弱の人口の町ですから、そこまで目がたうと思うんですね。 

 市長おっしゃるように、そういったコンパクトな町だからこそできる

ことがいっぱいあるんですね。そのためには、やはりそういった市長お

っしゃるようにそれぞれのライフスタイルということは、いわゆるその

介護とかそういったものだけじゃなしに、生活そのものが経済として成

り立っていく形というのを把握していく必要があると思うんですよ。 

 そういった視点でぜひとも来年度に向けてはそういった視点で数字を

はじいてみるとか、いうことをしていただきたいと思いますが、いかが
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でしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  今、私の概念は、やっぱり今クラウドソーシングという政策も掲げま

した。これどういうことかというと、今企業誘致に歩いてるんですよ。

電算を入れたおかげで、非常に企業こっち向いてくれます。サテライト

オフィスとか。ただ、困るのは、今企業の体力が落ちていて、企業を持

ってきてくれないです、なかなか。ですよ。これ私の話してもそうなん

です。ただ、企業を持っていかれないけど、仕事は持っていってもいい

よという企業はあるんですよ。これが今のクラウドソーシングとかテレ

ワークとかと。東京のほうに工場を置かなくても、工場は向こう置いた

ままで、事務所おいたままなんだけど、仕事だけ持っていくという。そ

れが去年実施いたしました富士通とのテレワークの検証です。ただ、こ

れだけでは不満足なんで、どういうことを思ってるか言うたら、いわゆ

る難しい仕事、市民の方、多くの方ができる仕事を創出してくださいと

いうことで、今要望しています。 

 このことがないと、市民参画はできんと、地域に行っても地域の中山

間地域の仕事、わしはできんよじゃ困るんで、今後はそういうところに

向かって今努力しております。そういう概念で、私捉えてますんで、数

量的にとかというよりか、むしろみんなができる仕事という概念なんで、

このことに議員御指摘のように定量的に定性的に言うことができれば、

問題はないんですけど、こういうことがもしくはできるんであれば、こ

ういうことにも検討してみたいと、課題として受けとめたいと思います

ので、御理解をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  この年収とかそういったもののいわゆるそれぞれの人生スタイルって

いうんですかね、人口計画、人生ビジョンというんですか。前に玉重議

員がおっしゃってましたけど、まさにそういう視点が、特に玉重議員さ

んあたりは民間の企業の経営者ですから、そういった視点があると思う

んですね。ですから、そういった視点をやはりもって社員を、やはり生

活を考えてやるということなんですね。ですから、そういった意味です

ると、そこの数字目標という、例えば単純にですよ、これが誤解ないよ

うにしていただきたいんですけども、1人の収入を主体とする人が月に

30万、ボーナス何か別にしてですよ。パート的な形で介護しながらでも

月に10万円、あるいはもうひと方、同居の方が10万円とか、合計で50万

とかの月収があれば、600万になるんですね。そのくらいの目標でそれ

ぞれの家庭のそれぞれ事情はあると思いますよ。これまあ簡単に言って

おるんで、誤解があったらまずいんですけども。そういった形を設定を

して、じゃあその働く場を今市長が言われたような企業誘致も含めても

いいと思います。あるいは、地域によっては農業でということもあろう
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と思います。 

 この間、前重議員さんの紹介で世羅のほうに勉強へ行ったんですが、

宮迫さんという、これは日経新聞のちょうど広島版に出てましたけども、

100町余りの水田を中心に、あるいは野菜に移行しながら、30人の新規

雇用者をつくるんだと。それで地元に小学校をもう一回復活させるんだ

というふうな元気な発想をされておった社長さんがいらっしゃいました

けども、そのためには地下排水のフォアスとかいう新しい仕組みをつく

って、水田から畑作に移行できるような形をするとか、いろんな知恵を

出して農業で収入を得るというような場面をつくろうという、まさに高

宮のキャベツ団地、あるいはいろんなところでそういう農業もやってお

られますが、そういったところをきちっとすれば、きのうも農業の保険

ということもありましたけども、株式会社にすれば社会保険になるわけ

ですから、そういったことも全ていろんな視点が必要だと思うんですね。 

 そういったところをやって、それでもなおかつ収入がなかなか上がら

ないというところに、子育ての支援をしっかりしていくとか、あるいは

今子育て支援で住宅金融支援機構とかいうのが今あるんですかね。そこ

でフラット35で支援をできるということで、県内では広島市と三次市と

安芸太田、呉、庄原、坂町しかそれを利用しないということですけれど

も、そういった近隣の0.25の上乗せとかするようになっておるようです

けども。そういったところで細かく支援をしていくという仕組みが要る

んだと思うんで、そこらのトータルの仕組みづくりを、さっき副市長言

われたように、いろんな計画の中であるんだけども、具体的にそれぞれ

その場その場で変えていくべきところはあろうと思うんですよね。 

 そういう全体が見える計画というのを考えていただきたいと思います

が、いかがでしょうか。できれば来年度の予算の中に、そういったもの

を含めて検討いただく、調査するようなことを考えていただくというよ

うなことを含めて、今当然市長、ここでそんなのするとかいうことには

なかなかならんと思いますけども。私はそこが大事だと思うんで、市長

のお考えの中にそこら辺を入れていただきたいということですが、いか

がでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  施策の見える化というのは、我々も頑張ってるつもりなんですけど、

結果的にそういうことが見えていないことであれば、数量化含めたこれ

からの予算でも生かしていきたいと思っております。 

 住宅の問題にしとるんですね、個々に捉えるんじゃなしに、全体的な

今のライフスタイルの中から、どういうようなあるべきかということで

捉えていきたいと。一部住宅施策もやってるんですけど、そういう個々

じゃなしに、全体的にどうしたら定住に来てもらえるかというような観

点から、トータル支援という形で、ほかにも見せていきたいと思ってま

す。この辺のことを知恵を出しながら、やっぱり見える化については、
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議員御指摘のようにこれからも定量化を含めて努力していきたいと思い

ます。 

 来年の予算は特にそういうことは意識してやっていきたいと思います

けど、今まで何10年も行政やってきとるわけですけど、そがに数字化は

できんかもわかりませんが、努力するいうことだけは約束できると思い

ますんで、よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 ここで、熊高議員に申し上げますが、残り9分となっております。通

告の件数も多いございますので、時間配分をお願いしたいと思います。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  もうそのように考えて今おったとこですが、市長のほうでそういう答

弁いただきましたんで、この件はいったん次回を楽しみにして終わりた

いと思います。 

 （4）の小学校統合後の対策と地域ごとの取り組み支援を人口減対策

の視点でどのように考えておられるかということをまずはお伺いしたい

と思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  市長と教育長にお尋ねでございますので、私の行政の立場からちょっ

と全体的な今話しておきます。 

 先ほど大きな方向につきましては、市内を3ゾーンに分けての取り組

みを御説明申し上げましたけど、今後学校におきましても、学校ごとの

地域の課題を検証するとともに、それぞれの地域の豊富な支援、特性を

生かした施策を展開をしたいと思います。お互いの役割、連携した地域

づくりを継続していくことであると考えますので、御理解を賜りますよ

うお願いいたします。 

 教育の詳細のことにつきましては、教育長のほうから説明いたします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの熊高議員の御質問にお答えをいたします。 

 小学校統合後の地域ごとの取り組み支援についてでございます。 

 9月定例会の熊高議員の一般質問では、地域と教育という視点で意見

交換をさせていただいたところでございます。現在、順次市全体へ拡大

を目指して重点的に取り組んでおります生活支援員制度も含めて今後も

学校が地域から支えていただけるような学校であり続けることが大切で

あると考えています。 

 現在、教育現場に福祉教育という分野があり、少しずつ取り組みが始

まっています。福祉教育とは、一言で言いますと、全ての人を個人とし

て尊重し、思いやりの心をもって、助け合う態度を育て、ともに生きる

人間を目指すというものです。地域で暮らす児童・生徒には身近なとこ

ろで暮らしておられる高齢者の方やひとり暮らしの方、また外国人など、
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さまざまな生活や生き方があることに気づき、福祉問題、福祉活動の意

味や役割に関心を持つことが求められます。 

 そういった意味では、全市で展開される生活支援員制度の取り組みに

ついても、児童・生徒へその意義を説明し、日常的にちょっと気にかけ、

ちょっと声をかける、という実践が伴ってくれば、地域のきずながより

深まり、高齢者にとっても児童・生徒にとっても、相乗効果の高い取り

組みになるのではないかと期待をしているところでございます。 

 御理解をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  （5）に入りますけども、（4）・（5）連動したところもありますん

で、合わせて後ほど詳しく話をしたいと思いますが、（5）の各町単位

の地域教育の質を維持発展させる対策と、取り組みをどのように考えて

おられるか、お聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの熊高議員の地域教育の質を維持発展させる対策と取り組み

についての御質問にお答えをいたします。 

 これまでも小中学校の学校運営につきまして、本市においては特に地

域振興会組織を中心に、地域の皆様方からさまざまな場面において協力

をいただき、一定の教育効果を上げている現状にある。という私の現状

認識については、これも9月定例の一般質問に対して、答弁をさせてい

ただいたところでございます。 

 お尋ねの地域教育の質をどう維持発展させていくのかということにつ

いてでございますが、これまでも議論をさせていただきましたように、

地域の総合力を最大限生かしていくということがこれまで以上に必要で

はないかと考えております。 

 具体的には、さまざまな機会に同僚の議員の方からも御指摘をいただ

いておりますコミュニティスクール、学校運営協議会制度と言いますが、

このコミュニティスクールについてでございます。義務教育段階の学校

は、児童生徒の能力を伸ばしつつ、社会の形成者として基本的資質を養

うことを目的としております。コミュニティスクールや義務教育学校制

度、また小中一貫校など、どのような学校運営形態が安芸高田市にとっ

て効果があるのか、有効な方法なのかをあらゆる角度からこれまでも検

討してきておるところでございますが、今後さらに検討してできること

から具体化を図ってまいりたいというふうに考えております。 

 御理解をいただきますようよろしくお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  小学校統合後のということを（4）に書いておりましたけども。今高

宮はまさに統合のことでＰＴＡを中心にいろんな議論をされております
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が、私も統合そのものがいいとか悪いとかいう議論は、余り先にすべき

じゃないというふうに思っているんです。どちらかというと、現在生き

ておられる現在子どもを持たれておる保護者の皆さんは、やはり数の問

題とか、教育環境の問題とか、そういったことに視点を置いて統合とい

う議論をされておるんですが、私はそれも当然大事ですし、ただ地域が

あっての教育であり、学校があっての教育でもあるというふうな私は視

点を持ってますから、数だけの議論というのはちょっと待っていただき

たいなという話はしとるんですね。 

 統合すればそれだけのメリットもあるし、統合しなかってもそれだけ

の地域での教育ができるというメリットもあるんですね。どちらを選ぶ

かという議論をしっかりした中で、お互い納得をして、例えば20年30年

先に統合してよかったなと、あるいは統合せずによかったなという、そ

の責任が保護者の皆さん持てますかということをこの間申し上げたんで

すよ。 

 というのは、高宮で見れば船木地域、あるいは式敷の下佐地域、小学

校それぞれあったんですね。その状況を見ると、いろいろ考えるべきこ

とがあるんだと思うんですね。そういったことを議論して、あのときに

我々はこういう協議に対して議論を地域住民としてやったから、今があ

るんだということを自信を持って、例えば川根の中学校総合のときに、

いろいろ考えたから今の川根がありますよということを私は申し上げた

んですよ。そういった議論なしに、ただ数合わせでしましょうというん

じゃ、あんまりにも荒っぽいんじゃないですかということを言ったんで

すね。 

 だから統合しても地域の教育をどんなふうに高めて残していくかとい

うことをしてほしいんですよ。例えば、未来塾というのを9月からやら

れておりますけども、これ非常にいい効果が出てます。例えば統合して

後に地域で帰って未来塾が受けれるんかどうか。こういった細かいこと

ですけども、こういったことが地域とのかかわりというのが非常に大き

く影響してくると思うんですよね。そういった考え方をどのように思っ

ておられるか。お聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの熊高議員の御質問でございますが、地域未来塾の前に、1

点現在進めております学校規模適正化、いわゆる学校統合について、少

し触れさせていただきたいと思います。 

 先ほど市長も答弁をしましたが、市長の人口減対策の大きな3本柱と

いうのは、教育、就労、子育て支援、この3つでございます。この市長

の政策に対して、教育委員会といいますか、教育の果たす役割というの

は一言で言いますと、安芸高田市が好きという子どもを育てることにあ

るというふうに思います。安芸高田市が好きな子どもを育てるためには、

当然家族が好き、友達が好き、自分が好き、あるいは自分が通ってる学



132 

校が好き。そういうことを総合して最終的に安芸高田市が好きという子

どもに育ってくると思います。当然子どもですから、まだ就労しとるわ

けではありません。教育の果たす役割というのは、そうやって地域のこ

とを丸ごと受けとめ、地域が好き、学校が好き、安芸高田市が好きとい

う子どもを育てることが、私は将来にわたっての人口減対策ということ

になろうというふうに考えております。 

 そのことに基づいて、現在進めております学校規模適正化、学校統合

というのは、これは市長の指示もいただいておりますが、急いで進める

ことはないと。しっかり合意形成に基づいて学校統合を進めるように、

ということでございます。 

 したがって、高宮町を具体的な例として申し上げますが、何もかにも

議員御指摘の数字合わせということを申し上げたことはございません。

ただし、今回の規模適正化の最終的な目的の一つは、過小規模の解消、

一定規模の学校を維持するということを言ってきておりますので、その

あたりで誤解を招いた部分はあるかもわかりません。 

 したがいまして、川根地域が小学校の統合については、地域としては

時期尚早であるというふうに判断をされるようであれば、それは市長の

御指示でもありますし、尊重しますということをお話をさせてきていた

だいておるところでございますので、そのあたりについては御理解をい

ただければ大変うれしく思います。 

 次に、議員御質問のありました放課後未来塾について、一定の評価を

いただいたことは大変うれしく思います。これを今後統合後もそれぞれ

の地域でできないかということの御質問でございますが、これについて

は今後の検討課題とさせていただきたいと思います。ただし、議員御承

知のように、来年度からは甲田地区、八千代地区で学校を統合させてい

ただきます。その甲田地区、八千代地区におきましては、統合した学校

で放課後未来塾については、引き続き継続して事業として取り組みたい

というふうに考えております。さまざまな理由があるわけですが、一つ

の理由は、やっぱり学校には無理を言っておりますが、学校から下校し

て、その学校ですぐ学習に取り組める。これを場所を変えるということ

になりますと、また物理的な時間の制約というようなこともありますの

で、現在のところは学校で展開をしたいということを考えておりますが、

いずれにしても議員御指摘の点につきましては、今後若干検討をしてま

いりたいというふうに思いますので、御理解のほどよろしくお願いいた

します。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  小学校統合ということに私は後ろ向きな立場じゃありません。統合す

るんであればこういう議論をしましょうということ。さらに今おっしゃ

ったようなことも含めて、統合した後の帰ったところの子どもの居場所、

そういったことを本当にきめ細かく議論した中で、本当にどういう方向
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をするんかというのが大事ですよということを申し上げております。 

 あるいは、今郷野小学校の統合後の学校の問題とかも今まさに議論さ

れておるじゃないですか。そういったことも早目、早目にするというこ

とも大事じゃないかということを申し上げておきますんで、その辺の配

慮をしっかりお願いしたいと思います。 

 時間もございませんので、（2）の獣害対策について、お伺いしたいと

思います。 

 冒頭、駆除・防除・すみ分けの視点でそれぞれの現状と課題、対策に

ついてということで、これは他の2名の議員さんの思いも含めてお伺い

しとりますんで、よろしくお願いします。 

 まず（1）から。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの質問にお答えをいたします。 

 鳥獣被害防止対策の中でも、有害鳥獣保護について、現状と課題の認

識、その対策についての質問にお答えいたします。 

 本市では、個体数管理のための捕獲、みずから守るための防護柵の設

置補助金、鳥獣とすみ分けを行うための里山整備事業を行っております。

捕獲につきましては、有害鳥獣捕獲班の御協力により、シカは年間およ

そ3,000頭、イノシシは年間およそ1,200頭を捕獲しております。 

 適正な個体数管理という視点から、計画的な捕獲を行っておりますが、

議員御指摘のとおり、鳥獣被害防止対策への市民要望は多数寄せられて

おり、重要な行政課題の一つであると認識しております。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  引き続いて（2）のシカ・イノシシの農林業への被害状況と支援や対

策についてお伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  シカ・イノシシの農林業への被害状況と支援対策についての御質問で

あります。 

 有害鳥獣による農作物の被害額を見ると、平成27年度シカで926万円、

イノシシで1,201万円、平成28年度シカで736万円、イノシシで1,097万

円でございます。 

 林業被害につきましては、平成28年度ヒノキの人工林4.9ヘクタール

のシカによる被害を把握しておるところであります。 

 本市では、みずからの農地を守るため、防護柵の設置に対して補助事

業を行っております。合併時からの累計で延長約800キロメートル、約1

億8,000万円の補助を行ってきたところでございます。 

 また、林業におきましては、国の公的森林整備推進事業において、シ
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カの侵入防止ネットを設置する事業があり、活用される林家もございま

す。 

 今後におきましても、被害状況を見きわめながら、事業を継続してい

く必要があると考えておりますので、御理解を賜りますようお願いいた

します。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  大変な被害額というのはこれまでもずっとありましたが、それでは

（3）の今の（2）に関連して、地域ぐるみでの取り組みもなされており

ますが、さらにその強化が必要と考えますが、勉強会等も含めて支援の

取り組みはどうでしょうかということでお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  地域ぐるみの取り組みの強化についての御質問にお答えいたします。 

 地域ぐるみでみずから農地を守る対策として防護柵の設置に対する資

材の補助を行っております。 

 これにより、被害の軽減につながっていると認識しておりますが、防

護柵も常に見回りや維持管理、補強が必要となります。それでも侵入す

る場所があれば、電気柵の追加など、鳥獣との知恵比べが必要でござい

ます。 

 そのために、昨年度は、中山間地域等直接支払制度の協定集落や集落

リーダーを対象とした学習会、今年度は防護柵を設置された集落や農業

委員、農地利用最適化推進員を対象とした研修会を開催したところでご

ざいます。 

 その中で、収穫しなかった野菜、果物を放置しないなど、鳥獣にとっ

て魅力のない集落づくりと花火を使って追い払うなど、集落に近づけな

いための対策の必要性について説明いただきました。 

 今後もこのような学習の場を提供していくことが必要であると認識し

ておりますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  市長おっしゃったように、獣の生態、あるいは山の植生、そういった

ものが非常に対策にも効果があるんだということで、もっともっと周知

が必要だろうなという思いでおります。 

 それから（4）に入りますが、そこらとも関連しますが、柵や囲いの

維持管理、補修も行われておりますが、現状で十分対応できているか、

またそれに合わせて耕作放棄地や山際の草刈りや除伐を行うなどのバッ

ファゾーンをつくることが必要だが、すみ分けの基本となる森林整備も

重要で、その環境づくりの取り組みで考え方をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 
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○浜 田 市 長  「防護柵の維持管理と森林整備の環境づくりについて」の御質問にお

答えいたします。 

 防護柵は、設置したことで終わりではなく、設置してからの維持管理

が非常に重要であります。また、耕作放棄地や農地に隣接し、整備され

ていない森林は、鳥獣のひそみ場所になっていることが考えられます。 

 現在、ひろしまの森づくり事業による里山林整備事業があり、これに

より年間約15ヘクタールの整備を行っておりますが、伐採などにより、

森林の環境を整備していくことは、鳥獣被害防止対策としても有効であ

ると考えております。 

 今後は市民が森林の整備のため山に入る仕組みとして、木の駅事業 

なども展開してまいりたいと考えております。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  これまでも随分議論してきた中身でありますが、とりわけ循環型の林

業、農業、そういったものもつくっていくということで竹林伐採のチッ

プ化であったり、堆肥化であったり、そこらがつながっておるんですね。

そういったところをさっきの（1）の話と同じですけど、総合的な具体

的な計画がリンクするようなものが必要だというふうに思うんですね。

木の駅のこともありましたが、頑張っておられますけども、例えば道の

駅に木の駅でとった薪を焚いて、そのボイラー、ストーブにするとか、

そういったことも必要じゃないかと私は思うんですね。その辺の視点を

しっかり持っていただくということが大事だと思いますし、森林税のこ

とが今盛んに議論されて形になるんだろうなという思いがしとりますが、

そこらも含めて特徴を生かした道の駅にそういった啓蒙活動をするよう

な場所をつくるということも一つの考えではないかなと思いますが、総

合的なところですが、その辺のお考えがあれば、あるいは産業振興部長

のほうで、生態とか山の姿によって随分変わってくるということもあろ

うと思いますんで、その辺の考え方をお聞きしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  安芸高田市にとって農地とか山というのは非常に大きなシェアを占め

ており、この対策は大事な施策の展開でございます。議員御指摘のよう

に、今後道の駅とか、また学校とか、公共施設において、森林資源が活

用できる場所があれば、これも検討してまいりたいと思ってます。 

 私が一番魅力を感じとるのは、先般森林法が改正になりまして、山に

入る仕組みがちょっと変わってきてます。というのはどういうことか言

うたら、今までは山の中にその地主がおらにゃ入れんということですけ

ど、作業はできるんだというようなこともございますので、こういうこ

とを踏まえて、各地域に山に入れる仕組みができれば、入ってこそ、次

の道の駅の展開できるわけでございますので、今山に入れないんで、こ
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の入る仕組みを何とか安芸高田市バージョンでできないかということを

担当部長にも指示してますので、こういうことを踏まえながら今後山対

策を頑張ってまいりたいと思いますので、どうかよろしくお願いいたし

ます。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 産業振興部長 猪掛公詩君。 

○猪掛産業振興部長  ただいま、市長のほうも答弁を申し上げましたけども、山に入る仕組

みということでございますけども、実態としまして、現在市民の方、山

を持っておられる持ち主の方、山に関心が薄れているという実態がござ

います。こうした関心をどう高めていくか、これは市全体で、やはり山

が荒れると有害鳥獣のすみかになる。あるいは間伐をしていかないと、

もっともっと山に入られない状態になってくる。そういうような啓発活

動というのが重要となってくると感じております。 

 そういう意味では、広報等を通じまして、山の環境を整備する。その

目的というのは、もともと山の環境ということもございますけども、有

害鳥獣のすみか、そういったところを減していって、農業の被害をなく

していく。そういった視点も織り込みながら、啓発をかけてまいりたい

というふうに考えております。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  森林法、森林税等も変わってきておりますので、そこらを先取りをし

ながら、安芸高田市が先進事例をつくるような取り組みをしていただき

たいと思います。 

 次に、（5）の獣害被害による田畑や道路ののり面被害の実態把握の状

況と対策と支援の取り組みについてお伺いします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  「畑や道路ののり面の被害の実態把握の状況と対策、支援の取り組み

について」の御質問でございます。 

 これらの被害は、主にイノシシによるものが多いと思われますが、御

指摘のとおり、田畑ののり面、道路ののり面の掘り起こしが多数見受け

られます。ほかにも災害を起こしかねない河川堤防のため池の堤体など

の掘り起こしが問題となっております。ため池の堤体への防護柵の設置

につきましては、補助事業で対応しておりますが、その他の公共団体管

理のものにつきましては、その管理者において、必要に応じて補修修繕

を行っておるところであります。 

 地元管理の農道、田畑ののり面につきましては、地元で維持管理を行

っていただいてる状況でございますので、御理解を賜りますようお願い

いたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 
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○熊 高 議 員  公共的な施設はある程度の被害対策が公的な支援でできると思います

が、そういった支援を具体的にどのようにされた事例があるか、お伺い

したいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 建設部長 伊藤良治君。 

○伊藤建設部長  ただいまの御質問にお答えさせていただきたいと思います。 

 獣害によります道路等の被害状況でございますけども、主には先ほど

答弁のございましたように、イノシシ等やシカの通り道、いわゆるけも

の道が道路を横断する場合等に、落石や崩壊等の被害、またのり面に関

しましては、掘り起こし等被害があるように把握いたしております。明

らかにイノシシの被害であると思われるのが、今現在美土里町のほうで

1カ所ほどございましたけども、そういった場合には、すぐやる課、道

路管理者のほうで、早急に、直ちに、通行に支障のある場合は、対応を

させていただいとるような状況でございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  実態把握をして、とりわけ、畑とか田んぼとか、草刈りそのものも掘

り起こされたら困るということもあるんで、そういった実態に対しての

支援というのをしっかりしていただきたいと思います。 

 最後の以上の内容において、平成30年度の予算編成に向けての所感を

お伺いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  「有害鳥獣被害対策における平成30年度の予算編成について」の御質

問にお答えいたします。 

 有害鳥獣被害対策は、本市の重要な行政課題の一つであると認識をし

ており、平成30年度につきましては、これまで同様、頭数管理における

捕獲、みずから守るための防護柵の設置補助、鳥獣とのすみ分けを行う

ための里山整備事業を行ってまいりたいと思います。 

 施策といたしましては、すぐに効果が上がるという手だてがない実態

でございますが、継続して取り組んでまいりたいと思います。 

 これからも農家や地域住民、有害鳥獣捕獲班などの関係団体と連携い

たし、有害鳥獣防止対策を推進してまいりたいと思いますので、御理解

を賜りますようお願いをいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  対策的な予算がかなり多いんですね。それは将来に向けての投資的な

予算で、将来の被害対策になるような、そういったお考えはありません

か。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 
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 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私のほうも同感でございまして、今までいろいろ考えてくるんですけ

ど、そういう視点からの予算づけというのが、今国、県に相談してもな

かなか見当たりません。ちょっと反問権使わせてもらいます。 

 議員さんどういうことしたらいいと思いますか。ちょっと答えてもら

いたいと思います。 

○先 川 議 長  市長から反問権の申し出がありましたので、許可をいたします。 

 熊高議員、ただいまの質問に対して答弁を求めます。 

○熊 高 議 員  冒頭に書いてあります駆除、防除、すみ分けという考え方ですね。こ

れの部分で言えば、駆除は一定の猟友会等中心にやっていただいてます

ね。それがジビエにつながるという形ですから、そこのところは継続を

してやるということしかないと思うんですね。あるいは、防御という、

これも囲いとか柵とか、そういったものがもう二次的に補強しないとい

けないという、そういう時期に来てますから、そこらのことをしっかり

補強するという対策が必要だと思います。さらには、その周辺の草刈り

等をやって、進入路を防ぐとか、畑の餌になるものをなくすとか、まさ

にそういうところの取り組みだと思うんですね。 

 こういった防御というところも、これは勉強会とか、非常に有効だと

いうことも書いてあります。いわゆる獣の生態、あるいは山の植生、そ

ういったものによって随分変わってくるということなんで、ここのとこ

ろの勉強会にもう少し予算を割いて、本当に各振興会単位、あるいはも

っと小さくてもいいと思います。一人一人が取り組めるような取り組み

を継続しないと効果がないと思いますので、そこらのきめ細かい研修会

等の予算をぜひとも少しで済むと思いますから、ふやしていただきたい、

ということをまずはお願いしたいと思います。 

 それから、すみ分けという、ここは一番将来的な大きな課題でもある

し、ここをしない限りなかなか抜本的な対策にならないと。安芸高田市

は、吉田もですけども、八千代、シカが最近ふえて、むしろイノシシは

ことし少し捕獲頭数が少ないというふうなことも聞いておりますけども、

シカ対策が基本的に重要になってきとるいうことですけども、このシカ

対策はバッファゾーンはもちろんですけども、針葉樹とか照葉樹、ある

いはドングリとか樫の木ですね。こういった実が落ちるものの木がある

という地域がシカの生息区域になっとるんですね。 

 世羅のほうへ行きますと、全然山の生態が違うんですね。そういった

ところを考えると、やはり大きくなり過ぎたドングリの木を切るとか、

今まさに木の駅とかそういったことで、やっておられますが、そういっ

た大きくなった木を切る技術そのものがなくなってきとるんですね。そ

れを木の駅プロジェクト今やってもらっていますが、そういった人をふ

やしていく。あるいは、その樫の木とかそういったものを少しでも少な

くして、今ちょうど冬場に見ると一番よくわかるんですね。落葉樹がし

っかりあって、光が入れば下草が生えてくる。そうするとシカが嫌がっ
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てあんまり通らんという状況になるんですね。その山の管理を将来的に

計画的にどうしていくんか。そのことが、堆肥づくりに生かせるような

チップ化とか、そういったことにつながっていくということなんで、ま

さに全てがつながっていく形で、当初すれば将来的にはそういった課題

解決にはつながっていくと私は考えてます。 

 そういった予算をぜひともつけていただきたいという思いがしており

ます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  そういう研修会とか、区分けにつきましては、今まで挑戦してますけ

ど、効果が出るようなことという提言だと思います。貴重な御提言あり

がとうございました。参考にさせてもらいます。 

○先 川 議 長  以上で、逆質問を終了いたします。 

 11番 熊高昌三君。 

○熊 高 議 員  逆質問の時間いただきまして、言いたいことが全て言えましたんで、

以上で質問終わりますが、今後その取り組みをしっかりと継続をして、

将来に対する投資をお願いして質問を終わります。ありがとうございま

した。 

○先 川 議 長  以上で、熊高昌三君の質問を終わります。 

 この際、11時35分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時２５分 休憩 

午前１１時３５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  2番、芦田宏治です。 

 通告に基づき、大枠3点について質問します。 

 最初に、多治比川の防災について質問します。 

 多治比川では、ことし7月4日の夜から7月5日の朝にかけての大雨によ

り、河川が増水し、7月5日の深夜3時に氾濫のおそれがあるということ

で、避難勧告が出されました。その後も雨はやまず、決壊のおそれがあ

るということで、相合地区の一部で避難指示が出されました。 

 サッカー公園に行く途中にある研屋橋の下流にあるサンフレッチェ広

島ユース寮付近では、堤防の一部がえぐられて橋からユース寮に行く道

路は、通行どめになっており、消防団の方が対応されていました。また、

多治比川では9月16日から17日にかけて、台風18号接近に伴う大雨の影

響で、氾濫危険水位の1メートルを超えることが確実で、さらに水位の

上昇が見込まれるということで、17日の午後6時前に避難勧告が出され

ました。 
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 多治比川では、7月の大雨で避難勧告と避難指示が出され、9月の台風

では避難勧告が出されましたが、大きな被害にならなくてほっとしてい

ます。ただ、台風や大雨による被害を心配される住民の方はたくさんお

られます。 

 私は以前から丹比地区の方に、大雨のたびに多治比川の水害が心配だ

という話を聞いていたので、7月5日の朝5時から6時までの1時間と、9月

17日の夕方5時半から約1時間、自家用車で多治比川でも特に丹比地区の

状況を確認するとともに、写真を撮ってまいりました。一部は建設課と

危機管理課にデータをお渡ししています。 

 私の目で見てもこれ以上雨が降り続いたら氾濫するのではないか、と

思われる箇所がありました。大雨の中を警察官がパトロールして回られ、

消防団員の方は危険箇所の警備に当たっておられました。7月と9月の2

件の水害対応状況を危機管理課で確認したところ、気象情報や河川の水

位、災害対策本部の設置状況などを克明に記録されており、市民の安全

がこうして守られていることを再認識しました。ただ避難勧告や避難指

示が出された多治比川周辺の住民の方は、非常に不安な時間を過ごされ

たことと思います。 

 ことしで、2回も避難指示や避難勧告が出された多治比川は他の河川

と比べて、どこがどのように危険度が高いのかお伺いします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「多治比川の危険度」についての御質問にお答えいたしま

す。 

 国や県が管理する重立った河川には、避難勧告等を発令するための基

準水位が設定をされております。安芸高田市では、江の川、三篠川、多

治比川がそれに当たります。 

 平成17年から26年までの10年間に、多治比川が避難勧告の基準水位に

達した回数は16回あります。三篠川では5回です。県内には100回を超え

る河川もございますが、この回数だけをもって他の河川よりも危険か安

全かを言えるものではないと考えますが、頻度があるということは非常

に危険であると思っております。 

 御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  次の質問に移ります。 

 10月28日に多治比川の氾濫危険水位見直しのための実地検証というこ

とで、丹比の吉田生活改善センターに広島県の河川課と安芸高田市の危

機管理課の職員が来られて地域の方の意見を聞く会があり、私も話を聞

きに行きました。40名を超す丹比地区の方が参加されておりました。 

 本題の危険水位見直しの話もいろいろ出ましたが、参加者の中から男

性の方が切実に訴えるように話されました。危険水位を決めて、それ以
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上になったら逃げなさいというのはよくわかるが、避難しなくても安心

して暮らせるようにしてください。そのために、河川改修や河川の土砂

のしゅんせつを早急にやってほしいという要望でした。私も全くそのと

おりだと思いました。 

 市民みんなが安心して安全に暮らせることが地域づくりの原点です。

第2次安芸高田市総合計画の中でも防災体制の充実を図るとともに、災

害に強い都市基盤の整備を図るとうたわれています。多治比川周辺の住

民の安心、安全の確保のためには、河川の改修や川底の土砂のしゅんせ

つを早急に実施することが必要だと思いますが、多治比川の防災計画に

ついて伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「多治比川の堤防の改修、土砂のしゅんせつ等の計画につ

いて」の御質問にお答えいたします。 

 多治比川の改修計画につきましては、現在のところ、広島県の整備計

画には計上されておりませんが、議員御指摘のとおり、周辺住民の皆様

の安心・安全確保のため、広島県に対しまして、堤防などの改修を計画

するよう強く要望してまいりたいと考えております。 

 また、多治比川の土砂のしゅんせつでございますが、広島県の管理す

る河川につきましては、市から広島県に対して、しゅんせつの要望を行

い、現地確認を行った上で、緊急順位の高いところから順次、広島県が

しゅんせつ工事を実施しております。 

 当地区につきましても、早期に実現できるよう要望してまいりたいと

思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  県のほうにしっかり要望してもらうようお願いいたします。 

 次の質問に移ります。 

 同じ会議の席で、女性の参加者が、私は市から避難勧告や避難指示が

出されたのに、避難しなかったのは申しわけないと思うが、真夜中で大

雨も降っているのにどこが危険なのかもわからず、どこにどうやって避

難していいのか判断ができなかったので、家で不安な夜を過ごしました

と言われていました。 

 丹比地区には指定避難場所が4カ所あります。少し距離は遠くなりま

すが、吉田のクリスタルアージョも避難場所になっており、合わせて5

カ所です。多治比川を挟んで両サイドに集落があり、川の上流から下流

まではかなり距離もあるので、地域によっては避難場所を明確にしてお

く必要があると思います。 

 しかし、丹比地区の避難場所4カ所のうち、吉田運動公園は200メート

ル上流が氾濫危険箇所になっており、万が一川が氾濫した場合、2次災

害の可能性が否定できないと思います。また、以前も運動公園に行く途
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中の水路が冠水したことがあり、非常に危険だったと聞いています。 

 吉田サッカー公園は、高台にあり、水害の心配はありませんが、サン

フレッチェ広島の練習場になっており、クラブハウスのほとんどがサン

フレッチェ専用の施設になっているため、避難で使えるのは事務所とロ

ビーだけで、多くの方が避難できる施設ではありません。 

 これらの点も考慮して、地域ごとに避難場所と避難可能人数を設定し

ておくことが大切だと思います。高齢者などは避難開始から指定緊急避

難場所に移動するまでに75分以内、その他の人は50分以内で移動を完了

することを基準としてますので、地域ごとに避難計画を作成して定期的

に避難訓練を実施することが大切だと考えますが、防災への取り組みの

現状と課題について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「多治比川に関する避難計画、避難訓練等の取り組みの現

状と課題」についての御質問にお答えいたします。 

 御質問のとおり、どのルートを通ってどこへ避難するかという避難計

画や避難訓練は重要であると考えております。一般的には、災害発生前

の危険性の低いうちに、幹線道路を使って指定の避難場所へ行くのが基

本でございます。 

 しかしながら、個々の地理的状況や家族の健康状況、あるいはそのと

きの災害状況などによって避難の方法が異なることも考えられますこと

から、行政から一概に避難ルートや避難場所を特定するのは難しいのが

現状であります。地域の自主防災組織や自治会等を中心に日ごろから避

難について話し合っておくことが重要です。 

 現在の自主防災組織等の中には、独自の避難場所や避難ルートを考え、

訓練などを行っておられる組織がございます。各自主防災組織でこのよ

うな取り組みができるよう、啓発や支援を行ってまいりたいと考えてお

ります。また、自主防災組織が未結成の地域には、引き続き結成に向け

た助言、支援を行いたいと思いますので、御理解を賜りますようお願い

をいたします。 

 行政としても避難等の示すハザードマップをつくっておるんですけど、

これが市民の方に浸透しているとは限らんので、一番いいのは地域の方

がみずから自主防災組織つくって危険のときには誰に連絡してどこへ行

くんだということをしっかり考えてもらいたいと。後から申し上げます

けど、ハードの設備等はこれからも要望していかにゃいけんのですけど、

とりあえずは逃げることを優先にして避難地へ安全に誘導してもらうこ

とを考えてますので、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  市長が言われたように、早い避難が一番大切だと思いますが、丹比地

区も高齢者が非常に多いので、高齢者の避難には地域だけでなく市とし
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てもバックアップをしっかりやっていただきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 

 避難を余儀なくされたとき、車でも徒歩でも多くの方が県道吉田邑南

線を通って避難することになりますが、甲田地区の元鉄工所前の県道は、

大雨のたびに元鉄工所の裏手の水路から大量の水が市道から県道に向け

て流れ出し、道路が冠水して自動車で避難される方も徒歩で避難される

方も、非常に危険です。 

 これが鉄工所前の写真です。道路が、県道がもう川みたいな状況にな

っております。市民が安全に避難するためにはこの箇所の対策が急務で

あると思いますが、対策についてどのように考えておられるか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 県道吉田邑南線は、広島県が維持管理を行っております道路でござい

ます。 

 議員御指摘の箇所につきましては、大雨時に道路が冠水し、通行に支

障をきたしている状況であり、周辺の宅地にはね水等の災害があること

から、徐行看板などを設置し、通行車両に対し注意喚起を行い、対応し

ているところでございます。 

 当箇所の安全な通行と、円滑な路面排水を確保するため、老朽化した

側溝の拡幅など、道路修繕について広島県に対し、引き続き強く要望し

てまいりたいと考えておりますので、御理解を賜りますようよろしくお

願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  県道にあれだけ大量の水が流れ出すのは、大雨のとき、甲田地区にあ

る甲田井堰の農業用水を取る水路に大量の水が流れ込み、山から流れ出

る水と合わさって水かさが増し、田んぼや鉄工所前の県道に被害が出て

いるということでした。 

 この井堰がそうなんですが、これは今實石材店のところなんですが、

ここへ集中的に多治比川から農業用の水路に水がいくために、最終的に

また流れ出る県道のほうに向けて大量の水が流れ出てしまうという状況

でございます。 

 水の流出量に対して、農業用水路の大きさの問題など、いろいろな要

素が重なっており、地域の方だけでは解決できにくい問題もありますの

で、県や市、地域で連携して解決していくことが望ましいと思いますが、

市としてはどのように考えておられるか伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  多治比川の防災につきましては、非常に課題の多いことなんで、議員

御指摘のように非常に問題の多いところでございます。行政といたしま
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しても、いろんな水路を直したらええかとか道路が冠水するのに、やっ

ぱり多治比川の疎通能力がないということなんですよ、全部は。じゃけ

え抜本的に私も専門的立場からこのことは、ちゃんと県に要望せんにゃ

いけんと。これは県河川なんで、これ湯﨑さんが管理する川なんで、道

路も県道なんで、私は意見を申し述べるだけなんですけど、問題把握を

これからしていかにゃいけんと思うんです。 

 こういうことを踏まえてですね。要は、多治比川の疎通能力の問題だ

と思います。能力ないから、排水路つくっても水がはけんじゃないかと

いうことですね。道路にも間接するから、道路が冠水するじゃないかと

いうことなんで、これ抜本的な課題は大きな課題、これまで我々行政が

こういうことはあんまり問題視せんかったいう行政責任ございますけど、

これ踏まえてでも、今後は国のほうにも、県のほうにも、これはしっか

りとしたことを訴えていきたいと。昨今、財政厳しい状況の中、もっと

こう国がちいとお金持っとるとき言わんかったと言われるかもわかりま

せんけど、このことを通しても言っていきたいと。 

 安芸高田市には、こういうことたくさんあるんですよ。甲田の小原地

区は絶えず冠水するとかですね、あるんで、こういう抜本的な考え方は、

今後の要望としてしっかりと訴えてはいきたいと思っております。 

 さっき、水路の話が出ましたけど、この水路も疎通能力がないと、実

態に水路を大きくしてもだめということなんで、抜本的に地域の河川改

修、それに伴う道路のかさ上げとかですね、こういう大きな問題を対応

していかにゃいけんということで考えておりますんで、御理解してもら

いたいと。 

 私から言えるのは、市費でもってやるという、そういう器量ちょっと

ないんで、県に強く要望するということが答えになると思いますけど、

要望しても相手が応えるかどうかわからんですけど、まあこの実態とい

うのは広く県にも訴えていきたいと思いますので、御理解をしてもらい

たいと思います。 

 強く要望していけば、ちょっとこれまでよりかは違った形のしゅんせ

つをして疎通能力をふやそうとか、こういうことにもなるかもわかりま

せんけど、一つのきっかけにはなるんじゃないかと思ってますので、御

理解してもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  多治比川の能力アップを県のほうに強く、強く要望していただきます

ように、市長に重ねてお願いします。 

 次の質問に移ります。 

 多治比川に限らず、どこの地域でも災害を未然に防ぐこと、そして万

が一災害が発生したら被害を最小限に食いとめることが一番大切なこと

だと思います。まず、市民一人一人がまた、地域のみんなが力を合わせ

て防災力をアップしていく必要があると考えます。そのためには、防災
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に関する知識を身につけることから始めるのが一番の近道だと思います。 

 危機管理課のテーブルに防災に関するパンフレットがたくさん置いて

あったので、もらって帰って読んでみました。災害を未然に防ぐ方法や、

いざというときの避難の方法などが丁寧にわかりやすく書かれてあり、

非常に参考になりました。また、広島県防災情報メール通知サービスを

使えば、県内全域の雨量、水位などがパソコンや携帯電話、スマートフ

ォンで簡単に見られることも教えていただきました。 

 このような防災に関する新しい知識や情報を一人一人が身につけてい

くことで、防災への意識も格段にあがってくると思います。しかし、さ

まざまな災害に備えるための防災パンフレットのことや、県の防災情報

メール通知サービスの使い方などは、市民にはまだ余り知られていない

ように思います。 

 市民への啓蒙活動や防災パンフレットなどのＰＲをもっと積極的に行

い、一家に1冊、このような防災のためのハンドブックを備えていくこ

とが必要ではないかと思います。また、地域の実状に合った自主防災組

織が有効に機能するためには、日ごろから定期的な訓練を実施すること

も欠かせないと考えます。 

 防災力アップのための啓発活動と将来ビジョンについて伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「防災力アップのための啓蒙活動と将来ビジョンについ

て」の御質問にお答えいたします。 

 防災力の向上には、ハード面とソフト面の両方の取り組みが必要であ

ります。同時に、自主防災活動などの市民の皆さん自身の取り組みも必

要でございます。 

 河川改修などのハード面をどんなに整備したくても、それを上回る災

害が発生するおそれは消えません。市民の皆さんの一人一人が防災に関

心を持っていただき、日ごろから危険な場所や避難場所の把握、気象情

報や避難情報の収集、そして早目の避難を心がけていただける必要がご

ざいます。 

 最近は、インターネットを利用して気象庁や広島県のホームページを

見れば、危険箇所の雨量予測、河川の水位などが一般市民の方にもすぐ

わかる環境にございます。また、県や国が発行している啓発パンフレッ

トなどもございます。これらの情報を多くの方に知っていただき、日ご

ろからの備えや、いざというときの判断に役立てていただければと思っ

ております。 

 そのためには、自主防災組織等において勉強や話し合いの場を持って

いただくのが有効でございます。そういった場に、市の職員や広島県の

自主防災アドバイザー等が出向いて、お話や資料提供などをさせていた

だき、市民の皆様の防災力向上に役立てたいと考えております。 

 また、自主避難場所の開設につきましても、引き続き取り組み、早目
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に自主避難者を受け入れる体制づくりを行いたいとこでございます。 

 先ほどから申しましているように、皆さんが自主防災組織、自分の地

域は自分で守るんだという地域の概念がないと、全部行政に託すという

んではなかなかうまくいきません。甲田町の小原地区が非常に進んだと

こなんで、これ毎月1回ぐらい皆さんで自主訓練されています。ちゃん

と寄ってから。残念ながらほかの地域はやってるとこがない、そんなこ

と。特に吉田町あたりはですね。そういうことをしてもらわにゃいけん

と。いざ災害になったら誰のとこに一番注意する順位も決めておられま

すよ。どこに逃げるかということも。 

 こういう地域の防災に対する意識の向上が非常に大事だと思ってます。

行政もこういうことに手を抜くんじゃなしに、ちゃんとした説明とか、

さっきパンフレットの啓発とか、わかりやすいパンフレットという御意

見出ましたけど、こういうことは十分やっていきますけど、まずは地域

の方々が自分のところは自分で守るんだと、そのためにはちゃんと説明

に来いとか、こういうものが要るんだということもしっかりと活動して

もらいたいと思いますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  多治比川の流域の地域の中では、先ほど市長が言われた自主防災組織

の活動を年2回定期的にやっておられる地域もありますので、私も質問

だけでなしに、しっかりこういう活動にかかわっていくようにしていき

たいと思っております。 

 2番目の質問に移ります。 

 郡山城跡は国の史跡に指定されており、日本100名城にも選定され、

今も県内だけでなく県外からもたくさんの観光客が訪れています。安芸

高田市の貴重な歴史的財産である郡山城の下草がシカに食い尽くされて

表土が露出し、裸地化がどんどん進んでいます。郡山城跡では過去にも

土砂災害が発生していますが、このままでは土砂災害がいつどこで発生

してもおかしくない状況であります。 

 先ほど、同僚議員の獣害対策の質問への答弁を聞いていて、市として

もシカとイノシシの対策にいろいろ取り組んでおられることはよくわか

りました。郡山の麓の上迫、六日市、大浜にかけても、イノシシやシカ

の被害は年々深刻になっています。どこの地域でもシカとイノシシに本

当に苦労されています。 

 ただ、シカによる郡山城の被害は、他の地域より状況が少し違います。

私は25、6年前から小学生の子どもと郡山城に毎年登っています。一人

で登るのを含めると、年に4、5回、多いときには10回くらい登ります。

25年前は登山道のどこを歩いても平たん地も傾斜地も下草で覆われてい

て、表土は見えませんでした。10年くらい前から下草が減ってきたよう

な気がしていましたが、この2、3年は下草がほとんどなくなってきてい

ます。一昨日の日曜日にも郡山城の本丸まで登ってきましたが、シカが
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食べないと言われるシダがわずかに残っているだけで、常緑の下草はほ

とんど見つけることができませんでした。 

 郡山に住みついているシカが、草や木の芽を食い尽くして何も生えて

いない状況です。このままでは裸地化が加速度的に進み、表土が露出し、

大雨が降るたびに土砂が流され、谷筋を中心に土砂崩れがあちこちで発

生する危険性があります。 

 平成19年の大雨で郡山の麓の大通院谷の近くで、土砂災害が発生して、

家屋が損壊して、住人も大けがをされ、大切な遺構や遺物も流されてし

まいました。1年後に遺跡の調査が行われましたが、土砂で遺構が壊さ

れており、本来の発掘調査ができなくなったのは非常に残念でした。 

 このまま放っておくと、郡山城の貴重な遺跡の保存に大きな影響が出

るのは、時間の問題だと思われます。シカ対策が喫緊の課題ですが、郡

山城は観光地であり、禁猟区となっています。普通の山のように、柵で

山全体を囲うのは現実的ではありませんし、郡山城の自然を守るための

対策にはなりません。国の史跡であり、安芸高田市の貴重な観光資源の

郡山城跡の自然の植生を回復して、本来の美しい郡山を取り戻すことが

大切だと思いますが、郡山城跡の維持管理について伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 御質問のシカ被害による裸地化でございますが、近年広島県内各地に

おいて、ニホンジカの生息数が増加したことで農業や林業への被害が増

加していることは、御承知のとおりでございます。郡山城跡におきまし

ても、議員御指摘のとおり、シカの食害と見られるササ等に代表される

下層植生の衰退などにより、表土が露出をしている状況が見受けられま

す。郡山でのシカの駆除は、観光客の出入りもあることや、また史跡内

ということで実際には難しい状況でございます。 

 これまでも山肌が崩れたら直したり、危険な箇所の軽微な修繕等はそ

の都度行ってきております。 

 今後におきましても、このような修繕については、教育委員会や関係

部署と連携し対処することとしておりますので、御理解を賜るようお願

いをしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  広島県文化財協会が昭和54年10月に発行された広島県文化財ニュース

83号で広島大学の豊原源太郎という植物学の先生が、郡山城跡周辺の植

生について書かれています。報告書には三の丸跡の植生が細かく書かれ

ていますが、ヤブコウジ、リンドウなど、約50種類の草木が確認されて

います。今から38年前の報告書です。 

 一昨日、三の丸では、常緑の草花は確認することができませんでした。

これが日曜日に三の丸で撮った写真です。わずかに緑が見えるのは、木
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から落ちたばかりの杉の葉です。何日かたったらまた同じようなこうい

う茶色に変わっていくと思います。 

 山頂付近に群生していたヤダケも全くなくなっています。原因となっ

ているシカの対策をすることや、植生を一気に回復することも容易では

ないと思います。しかし、今対策をしないと、近い将来、取り返しのつ

かない状況になるのではと危惧します。 

 山の植生に詳しい専門家に調査をしてもらうことが大切だと思います

が、私は観光に来られた方に支障のない範囲で柵でシカの入れないエリ

アをつくって、時間をかけてでも植生を回復させていくことが重要だと

思います。早急に専門家による植生調査と郡山の植生回復事業に取り組

むべきだと思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  この郡山の維持管理についても、非常に我々行政としての責任もある

と思いますけど、これまで吉田町時代からこの郡山間につきましては、

いらわないことで片づけとったわけですよ。山いじっちゃいけんいうて、

あっこ文化財だからということでね。いらわないことで、片づけよった

ら今のように要らん植生まで生えてきたいうことですね。じゃけえ、本

来守らなければいけんものと、その外来種みたいなものと、ごちゃごち

ゃになってるということです。我々行政も、こういういらわないことで

片づけるんじゃなしに、積極的に考えていかにゃいかんと。そのために

は、ちゃんとしかるべき方々に現況の調査をしてもらって、残すべき木

と残さん分を区分けしていかにゃいけんのだと思います。原点はそこだ

と思うんです。 

 だから、要らん木が要る木を全然この邪魔をしてということになるん

で、こういうことは先般も教育長にも指示してるんですけど、今後機会

があれば教育委員会として、しかるべき先生方に調査してもらいたいと。

その結果に基づいては、ちゃんと山を伐採とかをして、やっぱりせっか

くの郡山、上がってもらってもちゃんと町が見えるようにとか、歴史が

見えるような形にしていきたいと、かように思っておりますので、御理

解を賜りたいと思います。 

 今まで文化財ということで、いろんな制限かかるんですよね、ここも。

そういうことも理解してもらいたいと思います。これを踏み越えてでも

大事な史跡というのはこれからも活用していかにゃいけないんで、そう

いう見地からしっかり前向きに考えていきたいと思いますので、御理解

を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの芦田議員の御質問にお答えをいたします。 

 現在、郡山城跡の管理につきましては、基本的には旧吉田町の時代に

策定された史跡毛利氏城跡保存管理計画に基づき管理をしております。



149 

したがいまして、大規模な流木の伐採の被害の復旧も安芸高田市単独で

行えるものではなく、基本的には緊急の場合を除き、文化庁との協議、

許可を得た後に実施が可能となります。ただし、軽微な修繕につきまし

ては、これまでもその都度行っておりまして、先ほど市長が答弁をした

とおりでございます。 

 30年前に作成をされました史跡毛利氏城跡保存管理計画についてでご

ざいますが、文化庁からも見直しの打診をしていただいていることもあ

り、崩落防止対策など今日的な課題への対応や維持管理のあり方、また

史跡としての活用方法などについて、今後、県や文化庁との協議を踏ま

え、見直しを検討することとしておりますので、御理解を賜りますよう

お願いを申し上げます。 

 とりわけ、議員御指摘のシカの被害というようなことにつきましては、

30年前の策定の段階では恐らく想定をされてなかったというふうに思い

ます。裸地化の御指摘がございましたが、これあたりもシカ等の影響が

大きいと思われますので、早急に協議をし、変更に向けての取り組みを

進めてまいりたいというふうに考えておるところでございます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  先ほど教育長が答弁されたように、郡山城跡の保存管理計画策定報告

書が1988年に編集発行されているので、報告書が出されてもうすぐ30年

になります。この報告書は活用面の具体的な方策や対応について、見直

しが必要だと言われていますが、まだ新しい保存計画はつくられていま

せん。早急に郡山城の保存管理計画を作成して、広大な城跡を大切に保

存し、管理していくことが教育委員会の大切な役割だと思っていますの

で、よろしくお願いします。 

 山も川も手入れをして使うことによって、その自然が美しく守られて

いくと言われています。広大の豊原源太郎先生も38年前の報告書の中で、

郡山城は手入れをされているから草花が非常に多いが、手入れをやめれ

ば草花も減っていくということを書かれています。郡山城は遺跡だから

手を入れないというのではなく、きれいな山にしていこうという視点で

手入れをしていくべきだと思います。 

 大きな木を切れというのではなく、下草に光を与えるために、木の枝

を落としたり、不要な木を切ったり、倒木を処理するのは、山を維持管

理していく上でも、必要なことだと思いますが、教育長の考えをお伺い

します。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  芦田議員の手を入れないということではなく、積極的に管理をしてい

くべきではないかという御指摘でございますが、先ほども答弁をいたし

ましたように、軽微なものにつきましては、これまでもその都度、修繕

あるいは改修を行ってきておるところでございます。 
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 ここ近年、さまざまなところが崩落をしたりとか、あるいは先ほどの

裸地化というような状況になっておりますが、一部の指摘には、やはり

一時期中腹あたりの伐採をしたというようなことで、水の流れと言いま

すか、それが変わってきて崩落につながったのではないかというような、

御指摘をいただいておることもございます。 

 いずれにしましても、議員御指摘の植栽の専門家、あるいは樹木の専

門家あたりに、しっかり見ていただき、極端な言い方をしますと、この

木は残すべき、この木は伐採をしても大丈夫とかですね。そういった専

門家のアドバイス、指導をいただきながら、議員御指摘のような前向き

な管理ということに向けて、その計画の見直しと同時に検討のほうをし

てまいりたいというふうに考えております。 

 したがいまして、登山でありますとか、景観を邪魔するような枝あた

りについては、今後伐採ということも今担当のほうで検討しております

ので、できるところから進めてまいりたいというふうに考えておるとこ

ろでございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  11月9日の日経新聞に、文化審議会が文部科学大臣に文化財の保護制

度の見直しに関する答申を提出した記事が載っていました。 

 これが日本経済新聞の記事です。文化財使い地域振興という見出しが

大きく載っています。文化財に関する許可権限を国から市町村に一部委

譲するという記事が載っています。また、自治体で担う文化財保護管理

の業務を現在の教育委員会から市長部局に移管できるという記事も載っ

ていました。 

 文化財の活用が相当進めやすくなると思います。郡山城を生かした活

用に大きな光が差し込んだように思います。これらの動きに注視して、

新たな保存管理計画を作成し、新たな制度での郡山城の維持管理に取り

組んでいただきたいと思います。市長部局と教育委員会が連携して、郡

山の自然と遺跡を守っていくことが大切だと思います。 

 最後の質問に移ります。 

 第2次安芸高田市総合計画の中でもやいの精神による自助・共助・公

助の推進がうたわれていますが、地域で相互に支え合うという点では、

市内6町でさまざまな団体が取り組んでいるボランティア活動も非常に

重要な役割を担っていると思います。市内には、ボランティア活動を行

っている団体がたくさんありますが、市として団体数や活動内容などの

実態把握はどのようにされているのか伺います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 ボランティア活動の活性化について、とりわけ市内のボランティア団

体の実態把握についての御質問でございます。 
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 ボランティア活動の推進や促進といった視点は、日本の社会活動を支

える意味で、大変重要なものであると考えております。特に近年では、

内外で災害が頻発しており、災害ボランティアに対する関心は、社会全

体で高まっているものと思われます。 

 議員御指摘のとおり、市内には多くのボランティア活動を行う団体が

あります。本市におけるボランティア活動を考えたとき、非営利で地域

のためになる活動を行っているという意味では、地域振興会もボランテ

ィア団体の一つと考えております。 

 福祉ボランティア、災害ボランティアといった具体的な個人を支援す

るというものだけではなく、広く公益のために活動するというものを含

めて、ボランティア団体の活動状況を把握していきたいと考えておりま

すので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

 ちなみにですね、現在安芸高田市のボランティアセンターには24団体

が登録、メンバーは359人の方が平成28年現在ではおられます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  安芸高田市ではボランティア活動の推進及び支援に関することは、地

方創生推進課のまちづくり支援係が担当することになっていますが、現

状は福祉保健部社会福祉課が安芸高田市社会福祉協議会にボランティア

に関する業務を委託されています。社会福祉協議会では、ボランティア

活動を行っている団体や個人に対して、ボランティア保険の加入や活動

の助成など行っておられます。このままでも大きな支障はありませんが、

安芸高田市がこれから自助・共助・公助を強力に推進していくためには、

ボランティアは社会福祉協議会にお任せというだけでなく、市と社会福

祉協議会が連携してボランティア活動の輪をもっともっと広げて、活動

をしっかり把握し、必要に応じて支援していくことが必要だと思います。 

 既にいろいろなボランティア団体に加入して活動されている方がたく

さんおられます。また、定年後に自分が仕事で培ってきた技術や能力を

安芸高田市の地域おこしのために役立てたいと思っておられる方もたく

さんおられます。ボランティアに関心のある方がいつでも相談に行ける

よう、地方創生推進課に受け皿としての窓口を設けて、積極的にボラン

ティア活動を支援してほしいと思いますが、市長の考えを伺います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  安芸高田市これからの施策を行う上で、ボランティア活動というのは

大変な大きな柱となりますんで、今までややもすれば、活動、社協が悪

いというんじゃなしに、そこへ委託した格好になっとったんですけど、

実態をちょっと把握して、ちゃんとこの趣旨に沿った目的にいってるん

かということは、これからも把握していきたいと思います。投げっ放し

にするんじゃなしに。その活動を通して、しっかり市民の方々がボラン

ティア活動にいわゆる意欲を持って、またこの献身的に活動できる仕組
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みづくりはこれからも考えていきたいと思ってますので。 

 今のが一番ええっていうんじゃなしに、預けっ放しにするんじゃなし

に、ちゃんとこう実態とか目的を把握した上で、予算なりまた方向性を

定めていきたいと、かように思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 2番 芦田宏治君。 

○芦 田 議 員  市の行政改革大綱の表紙に最小の経費で最大の効果をと書いてありま

す。ここです。ちょっと控え目に小さな字で書いてありますけど、最小

の経費で最大の効果、というのは非常にインパクトがあります。このボ

ランティア活動の活性化がこれを実現する原動力になる予感がします。 

 質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、芦田宏治君の質問を終わります。 

 この際、午後1時30分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時２５分 休憩 

午後 １時３０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  13番、秋田雅朝でございます。 

 一般質問の前にこの場をおかりいたしまして、一言おわびを申し上げ

させていただきたいと思います。 

 私こと、今定例会の本会議初日を健康管理注意不足によりまして欠席

させていただくことになりました。まことに申しわけございませんでし

た。今後は緊張感を持って、健康にしっかり留意し、会議に臨む決意を

新たにしたところでございます。何とぞ御容赦願いますよう、よろしく

お願いを申し上げます。 

 それでは一般質問に入らせていただきます。 

 通告書に基づき、大枠2点についてお伺いいたします。 

 まず1点目、施設の跡地利用についてということでございます。 

 この件につきましては、今回から地域に出て議会が地域懇談会という

ことで、市民の皆様方の御意見を小さいところからお伺いするというこ

とで、地域に出向かせていただきまして、その地域懇談会をもとに、ま

た報告会でも市民のほうから今回小学校統廃合後の施設利用と、保育所

跡地の活用について、御意見を八千代会場と美土里町会場から賜ったと

ころでございます。その対応、いわゆる答弁ですか、につきましては、

その場その場で担当課と協議をしていくというふうに答えてまいった経

緯がございます。 

 今回質問は、現況においてですね、この施設の跡地利用について、利

活用についての市民からの提案であったり、要望などが執行部のほうに
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届いているのかどうかというところと、またこの施設の跡地利用につい

て、執行部として今後どのように対応をされていくのか。見解等につい

てお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの御質問にお答えいたします。 

 小学校統合後の施設の利活用につきましては、閉校となる学校のグラ

ウンド、体育館につきましては、社会体育・地域振興・災害対策のため

活用が見込まれるものについては、当面維持をすることとしております。

校舎につきましては、市で計画している行政施策はないため、解体撤去

することを基本に、各地区の統合準備委員会の協議の中で、地域振興会

への活用、協議を委ねている状況でございます。 

 現在のところ、地元振興会からは、校舎を活用しての積極的な提案に

ついては、聞き及んでおりませんが、今後地域からの御意見を踏まえ、

公共施設等総合管理基本方針のもと、中・長期的な視点から、財政面や

維持管理体制の確保など、課題整理を行い、関係課とも協議を行いなが

ら、連携とりながら、活用の検討をして進めてまいりたいと思っており

ます。 

 次に保育施設につきましては、平成23年に策定いたしました安芸高田

市保育所適正化推進計画により、順次整備を進めると同時に、跡地計画

につきましても検討を進めております。 

 具体的には、平成26年度末の美土里町での保育所統合に伴い、閉鎖さ

れたひまわり保育所につきましては、この間、地元振興会への協議、市

内事業所からの相談等により、利活用について協議を進めてまいりまし

たが、現段階では実現に至っておりません。 

 平成31年の仮称甲田認定こども園開設に伴う甲田町の3保育所につき

ましては、今後関係団体との協議により、検討を行いますが、保育所跡

地につきましては、安芸高田市公共施設等総合管理計画と連動した有効

な利活用に図ってまいりたいと考えておりますので、御理解を賜るよう

お願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま答弁いただきました。 

 振興会と学校跡地等は、現在のところは振興会等へは話を委ねている

けれども、今のところはこうしてくださいという要望的なところは上が

ってきてないということだったというふうに思います。 

 私がこの質問をさせていただきましたのは、やはり当然地域のことな

んで、地域で話をして、地域から行政に上がってくる。要望書なり、ど

ういった形があるかわかりませんが、そういったふうに上がってくるん

が理想だと、基本だというふうに私も考えます。がしかし、その上がっ

てくる意見、振興会を中心に、話をしていただいてるとは認識しますけ
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ども、そこでなかなか話がまとまらないところが今の現状だろうという

ふうに思います。それで、じゃあ行政のほうからこうしなさい、ああし

なさいというべきものなのかといったら、そうではございません。 

 ただ、その振興会の中でも、また全員の意見がきちっとこうどういう

んですかね。こうしてほしいとか、ああしてほしいとか、いうような意

見にまとまっていかないところがあるんじゃないかなという思いがいた

します。 

 それで、それが地域の活力につながることだというふうに考えたとき

には、何がしかの仕掛けも必要なんではないかなというふうに思ったり

もします。 

 その仕掛けを行政がするということもですが、まずは、その地域振興

会において、大体にもいついつぐらいまでにとかいうような、気持ちが

まずは芽生えてきて、話が進んでいくのが理想なんじゃないかなという

思いがします。ただ、それは私が今ここで簡単に話をしていますけれど

も、そんな簡単なことではないと思いますが、ただこの跡地の利活用に

ついて考えるときには、やはり何がしかの意見をいただくことが前提で

ございますので、そこらあたりの仕掛けについてをしていくことが大切

なんじゃないかなというふうに思うんですが。市長さん、もう一度どう

でしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  利活用につきましては、大事なことでございますけど、私が申し上げ

たのは地域の意見を聞いていくということを申し上げた。例え地域の意

見であっても、我々行政が判断いたしまして、地域のためにならんと思

ったらやめてもらわにゃいけんということになります。 

 やればええ、あれば残すということじゃなしに、これからの今の施設

の保全計画をつくってますんで、これにのっとっていかにゃいけんと。

どうしてもこれが地域のために要るという判断をすれば、またこれも残

す方向で考えていきたいと思います。 

 こっちから進んでから、これせえ、これせえということはできません

けど、地域の意見を聞いていくことは大事なことなんで、これからもし

ていきたいと思います。 

 ただ、地域が要望したから残したりお金つけるということじゃないん

で、勘違いをせんようにしてもらいたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  地域が要望したからやるんではないよと、勘違いを絶対してはいけな

いということでございます。それで冒頭地域から御意見をいただいたと

いうことを通告させていただいておりますが、まず一つには八千代会場

ということで、意見をいただいたのが、意見をいただいた方がその統合
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準備委員会等にも入っておられて、それからこの学校跡地の利用につい

て検討委員会等を設けて、取り組んでいったらどうかと、その会合の中

で話をされたけれども、なかなかそういった話がまとまらなかったとい

うのが私たちの地域懇談会で意見として出てきたところでございます。 

 じゃあどうすればいいのかということになりまして、議会のほうもそ

こらあたりをしっかり検討してもろうて、議論をしてくださいという意

見をいただきました。がしかし、議会もいただいて、議論、検討といっ

ても、そこらあたりは市の方針も含めて話を進めていかなければいけな

い部分があるし、であるなら、やっぱり市の対応、考えをきちんとお伺

いしといて、その方と議論をしていかなきゃいけないんじゃないかなと

いう結論に至ったところでございます。 

 だから、基本的にまだまだこれを弥猛にできることでもないし、時間

がかかるかもわかりませんが、そのことをしっかり、その地域で議論し

ていただくように、話をしていくのが、今議会の私たちの役目かなとい

うふうに考えております。 

 もう1点は、先ほど話を出していただきました美土里町、ひまわり保

育園の跡地について、御意見を賜りました。それは少しそのサークルが

大きくはないかもしれませんが、その中の意見としたら、小規模多機能

施設と、あるいは冬場のショートステイ等の活用、あるいは3カ月ぐら

い滞在できる施設が欲しいというような意見でございました。先ほど市

長さんの答弁にございましたけれども、振興会の中で、恐らく話はされ

ているんですが、そこで通らなかった話は議会に来たのかもわかりませ

んけれども、議会としたらやはり本当に真剣に福祉施設として活用して

いきたいというお話をされるのであれば、何とか検討してみることはで

きないのかという思いがしておるところですが、再度そこんところの市

長の見解をお伺いしたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  私先ほど申しましたのは、跡地を利用せんというんじゃなしに、本当

にその地域として要るんであれば、小規模多機能型も今実はあっこの民

間で、本郷につくってるんですよね。つくりゃええってもんじゃなしに、

つくったら今度は維持管理が伴うわけでございまして、老人の数もこれ

から減ってくるんですね。今度は。そのときに、何でこんなもんつくっ

たんかってならんように、総合的に考えながら、また地域のバランスを

考えながら、要るものは要るんだということで解釈していきたいと。そ

の辺の判断は専門的に我々行政に任せてもらいたいということです。 

 地域にあればいいから、全部がこうつくるというんじゃなしに、やっ

ぱり全体的な計画のもとに、効率的につくっていくのがこれからの行政

と思ってますんで、御理解してください。つくらんというんじゃないん

で、御理解を賜りたい。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  検討という形で、行政のほうでも検討していただけるということの答

弁のように理解させていただきます。であるならば、福祉保健部長さん

あたり含めて、生桑地区ですか、あそこは。あそこの地区の人と再度話

等していただきながら、また検討のほうをしていただければというふう

に思います。 

 次の質問に移ります。 

 2番目、認知症対策についてということでございます。 

 安芸高田市高齢者福祉計画は、第2次安芸高田市総合計画の実現を目

指し、高齢者に関する今後の施策を総合的に推進するための指針である

という観点から、次期計画、現在第7期のほうの計画の策定がなされて

おりますが、そのことに当たり、次の項目についてお伺いをいたすもの

でございます。 

 1番目といたしまして、認知症高齢者対策事業の取り組みについてと

いうことでお伺いいたします。 

 この中で、平成30年4月までに設置予定の認知症初期集中支援チーム

や認知症地域支援推進員について掲げてあるのですが、この状況につい

て、現況について、それからこの設置による効果等についてはどのよう

に考えておられるか、お伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「認知症高齢者対策事業の取り組みについて」の御質問に

お答えいたします。 

 平成29年3月31日現在における本市の認知症高齢者の数は、1,855人と

なっており、平成28年度と比較して81人増加をしております。また、要

介護認定者数に占める認知症高齢者の割合は、67.3％に達し、認知症と

要介護認定には強い関連性が認められているところでございます。 

 このような中、認知症になっても本人の意思が尊重され、できる限り

住みなれた地域で暮らし続けられるために、認知症やその家族に早期に

かかわる認知症初期集中支援チームを平成29年度に設置する準備を進め

ているところでございます。 

 このために、市医師会及びＪＡ吉田総合病院から推薦を受けた医師2

名に、認知症サポート医研修を受講していただき、専門医を養成すると

ともに、認知症初期集中支援チーム員の研修を受講した本市の保健師2

名と連携した認知症初期集中支援チームを設置する計画でございます。 

 この取り組みは、認知症の早期診断と早期対応を進めるため、かかり

つけ医と連携して、適切な医療と介護等が受けられるよう、初期の対応

体制の構築をするものでございます。 

 また、認知症地域支援推進員は、平成28年10月から健康長寿課に設置

いたし、研修を受けた職員4人が認知症に関する普及啓発や認知症の人

の状態に応じて必要なサービスが適切に提供されるように、医療機関や
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介護サービス、地域の支援機関との連携支援や、認知症の人とその家族

を対象とした相談業務を行っているところでございます。 

 今後、認知症専門医を中心とした認知症初期集中支援チームとかかり

つけ医との連携による、認知症の早期対応体制の構築を進めるとともに、

認知症地域支援推進員を中心とした、認知症の普及啓発や認知症の人の

状態に応じた適切なサービスの提供を進めてまいりたいと思っておりま

すので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  ただいま認知症初期集中支援チームの説明と、地域支援推進員という

ことで答弁をいただきました。 

 認知症初期集中支援チームは、お医者さんが2名と健康長寿課の保健

師が2名、これは設置予定だということだと思いました。それから、認

知症地域支援推進員、これはもう昨年10月から既に設置されて職員4名

で対応されていると。それぞれの役目は、認知症初期集中支援チームは、

認知症の早期診断と早期対応を進め、また適切な医療と介護などが受け

られるよう、初期対応体制の構築を進めるということだったと思います。

地域支援推進員のほうは、認知症に関する普及啓発や認知症やその人の

家族などの相談業務を行っているという答弁だったというふうに思いま

す。 

 今後については、集中支援チームとそのかかりつけ医でしたか。かか

りつけ医の連携によって、認知症の早期対応体制を構築したり、支援推

進員、認知症の普及啓発、認知症の人の状態に応じた適切なサービスの

提供体制の構築を進めるということでございました。 

 ここのところが、結局連携をしながら進めていくものなのか、認知症

推進員のほうは、既に設置されて取り組んでおられて、それから集中支

援チームのほうはこれから設置予定ということなので、そこらあたりの

連携等がどのようになったり、またいつごろからどのように稼働といい

ますか。していくのか、これはちょっと部長さんのほうでお伺いできた

らと思いますけど。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 可愛川實知則君。 

○可愛川福祉保健部長  ただいまの秋田議員の御質問でございますけれども、まずは認知症地

域推進員っていう名称でございますが、組織といいますか、あれでござ

いますが、平成28年10月から健康長寿課のほうに設置したということを

市長のほうから申し述べました。 

 これにつきましては、市の保健師がそういう研修を受けて、そういう

立場でおりますけれども、主な仕事は繰り返しにもなるかもわかりませ

んけれども、認知症に関する普及、認知症というものに対する市民への

普及、それから認知症の家族からの御相談、いうようなことを専門職と

して、現在やっているところでございます。 
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 来年度、設置予定でございますが、認知症初期集中支援チームでござ

います。これは、専門職のドクター、医師をチームの中に入れておりま

す。しかも、そういう研修を受けられた認知症の初期にどういう対応が

必要か医学的な研修を受けられた人、医師を含めた、さらに当市の保健

師も研修を受けておりますけれども、その研修を受けた保健師2名と基

本3名体制、医師は2名おりますが、基本は3名体制で来年度スタートを

する予定でございます。 

 その内容につきましては、また繰り返しになりますけれども、位置づ

けとしましては、医療、介護の専門職が家族の相談等により、認知症が

疑われる人や認知症の人、及びその家族を訪問をいたします。訪問をし、

必要な医療や介護の導入、調整や家族支援などの初期の支援を包括的、

集中的に行い、自立生活のサポートを行うチームです。ということで、

かかりつけ医はもちろんおられますけれども、かかりつけ医だけでは、

なかなか専門的なところ、対応が難しいというところもあるんだと思い

ます。このチームが認知症が疑われた人、あるいはそういう診断が出た

家族に対して、専門的な支援を行っていく。訪問をして支援を行ってい

くという制度を来年度から立ち上げる予定でございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  支援チームとして来年度から稼働していくということだったと思いま

す。 

 再度お伺いするのが、地域支援推進員は、もう既に昨年から設置され

て取り組まれておると、認知症の普及啓発、あるいは相談業務等に取り

組んでおられるというふうに伺ったと思います。 

 そのまた効果、効果って私はすぐ言うんですが、約1年、まあたって

おりますが、例えば相談業務であったり、普及啓発等の効果ですよね、

いわゆる。そこらあたりは部長さんどのように考えておられるか、再度

答弁を願います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 可愛川實知則君。 

○可愛川福祉保健部長  効果はいかがばかりかという御質問でございますが、相談件数等、今

データは持っておりませんけれども、当然地域共生社会と申しますが、

地域で弱い立場の方、高齢者を含めて、弱い立場の方を地域で支えよう

ということで、認知症に関する知識をどういうものであると、病気では

ございますけれども、どういうものであるかというような知識の普及、

そのことによりまして、地域の中で支え合いをどうしたらいいかという

ことが、とても重要になるかと思っております。 

 それの普及、市のほうでは講演会等も含めてやっておりますけれども、

それをやっているということで、地道な努力っていいますか、ものにな

りますけれども、今後現在進めております生活支援員制度もそうであり
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ますけども、地域でそういう支え合いをしていく、そのために認知症と

はどういうものであるか、どういう支援が要るかというようなことの普

及っていう部分で大きな役割を果たしてるかなと思っております。 

 相談業務につきましても、家族からの相談等も保健師でございますの

で、専門的な知識の中で、その支援をさせていただいてるというところ

でございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  私、効果、効果なんて言いますけれども、基本的にはその地域で支え

合える体制づくりの一翼を担うという考え方で来年度以降そのことを取

り組んでいただくという思いがいたしておりますので、ぜひともそこら

あたりを進めていただきたいというふうに思います。 

 それで、この件に関してですね、いわゆる認知症早期発見後の対応と

いうことで、ホームページ等見ておりましたら、京都府のほうでは認知

症リンクワーカー制度等導入して、これが日本初の試みだというような

ことで出ておりましたけれども、これは要するに、早期発見をしてその

後にその認知症のリンクワーカー等で対応していくということだという

ふうに思うんですが、部長さん何かこのことについては見解ございます

か。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 可愛川實知則君。 

○可愛川福祉保健部長  京都府でしたか。先進的な事例と御紹介をいただきましたが、大変申

しわけございません。承知はいたしておりません。 

 先進的な事例ということで御紹介いただきましたので、早速調査をい

たしまして、その実態っていいますか、やり方も参考にさせていただき

たいと思います。 

 よろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  すいません。突然に振ってしまったものですが。この制度、いかにう

ちでどのように活用できるかというのは、しっかり今から検討していか

なきゃわからない部分もありましょうし、これがもし本市にとっても認

知症対策の有効な一つの制度だとすれば、ぜひとも検討していただきた

いというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 2番目の認知症サポーター養成講座について、ということでございま

す。 

 平成28年度に3校の小学校で、この認知症サポーター養成講座を開催

されていると認識しておりますが、この学校教育における認知症高齢者

への理解の推進は今後における重要項目と、誰が思っても考えられるこ
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とだと思うんですが、中学校も含めて、さらなる取り組みを進められる

のか、教育長のほうにお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの秋田議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御指摘のように、福祉教育の観点から、小学校においては平成28

年度に3つの小学校で、さらに今年度はこれまでのところ2つの小学校に

おきまして、健康長寿課担当の認知症サポーター養成講座を活用し、授

業を行っております。 

 また、中学校におきましても、それぞれ福祉施設での体験学習や、地

域のひとり暮らしの高齢者の訪問交流等を行ってきておるところでござ

います。これらは、午前中の熊高議員の御質問でも答弁をさせていただ

きましたが、福祉教育に基づく実践でございます。 

 認知症高齢者の理解についても、福祉教育の大切な役割の一つと考え

ておりますので、認知症高齢者の理解という視点を改めて意識しながら、

福祉教育の充実をさらに進めてまいりたいと考えておるところでござい

ます。 

 御理解をいただきますようよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  答弁をいただきました。 

 この質問につきましては、新オレンジプランの中でも学校教育におけ

る認知症の人を含む、高齢者への理解の推進など、認知症への理解を深

めるための普及啓発の推進を図ると厚労省と文科省がうたっており、な

おかつ私先般、政務活動調査で認知症関連の講演会のほうへ行かしても

らい、その講演を聴講しましたが、そのときの講師が学校教育における

認知症への取り組みの重要性について熱く語っておられました。本市に

おいては、今答弁いただいたように、既にもう取り組んでおられます。

私はさすがだなというふうに感心したところです。 

 そうした中で、再度お伺いするのが、この講座を、今28年度が3校、

今年度が2校ですか。今5校進めておられるんですが、この講座について、

この講座というのがどのような取り組みで、福祉教育でしたか。どのよ

うな取り組みで、またそれを受けたことによって、その子どもたちがど

のように変化、あるいはどんな効果があったのかというようなお考えに

ついてお伺いできたらと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  秋田議員の御質問でございますが、現在取り組んでおります福祉教育

に基づく認知症に対する理解を進める教育活動でございますが、先ほど

も答弁させていただきますように、基本的には現在担当しております健

康長寿課の認知症サポーター養成講座に基づく学習活動ということで、
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実際には健康長寿課の職員でありますとか、関係者の方の学校のほうへ

お招きをして、その方々からお話を聞いたり、簡単な寸劇といいますか。

認知症患者の方への効果的な対応あたりについて、寸劇等を見せていた

だきながら、認知症患者への適切な対応について学ぶような活動を行っ

ておるのが現状でございます。 

 いずれにしましても、単発ということではないんですが、これまで実

施してる学校は、多くが総合的な教育活動あたりとの関連の中で実施を

しております。いわゆる介護施設等を訪問する前とか、した後との関連

というような形の中で、効果的な教育活動ということの一環で取り組ん

でおるということでございます。 

 中学校のほうは、少し以前からこれまた先ほど答弁させていただきま

したが、ひとり暮らしの方を訪問するというような形で取り組んでおり

ます。 

 今考えておりますのは、いずれも今日的な教育課題でございますので、

認知症の患者の方をどう理解していくかというようなことについては、

単発ということではなくて、それぞれ学校の教育活動を横断的にといい

ますか、教室で行う学習活動と関連した形の中で、さらに充実した形で

この福祉教育の活動が展開できればというふうに考えておるところでご

ざいます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  介護サポーター養成講座なので、所管が違って、先生じゃなくて来て

いただいて、寸劇等で取り組みをされてるということだったんですが。

私これを聞いたときに思ったのが、当然今、道徳教育、力を入れてやっ

ていかなきゃいけないという中で、人を思いやる心、そういったところ

が私は実は道徳の基本なんじゃないかなというふうに思うわけでござい

ます。 

 そうしたことを考えたときには、この取り組みを全校に広げるように

していっていただきながら、その直接道徳教育ではないにしても、心を

養う教育は一緒だと思うんで、福祉教育、一緒なんで、そういったこと

も含めた教育の一端になればというふうに思います。 

 ぜひとも全校へ広げていって、取り組んでいただきたいというふうに

思います。 

 次の質問に移ります。 

 3番目の初期認知症を支える取り組みについてということでございま

す。 

 ここは他市の例としておりますが、これは東京都の公益社団法人、武

蔵村山市ということにある武蔵村山シルバー人材センターにおいて、平

成29年度から新たに初期認知症と診断されても就業を続けられるように、

会員仲間がサポートしてともに働くことができる支援事業に取り組まれ

ているというのをシルバー人材センターからいただいた広報の中で読ま
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せていただきましたが、こうした取り組みも初期認知症の方、仕事をま

だまだしていかなきゃいけない段階での一つの支えになりつつ、大切な

取り組みだというふうに思うんですが、市長の御見解をお伺いいたしま

す。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「初期認知症を支える取り組み」についての御質問にお答

えいたします。 

 本市シルバー人材センターの会員数は、現在340人おられます。最高

齢は89歳、平均年齢は72.4歳で、生涯現役社会の実現に大きな役割を果

たしていただいております。 

 議員御紹介の武蔵村山市のシルバー人材センターにおいては、初期認

知症になられた方々の会員の引きこもりや、孤立防止のために就労の継

続を支援する銀友事業という取り組みを実施されております。この事業

は、初期認知症になっても就業を続けたいと望む会員に対し、その人が

できる仕事を見つけて、会員同士の支え合いにより、就業が継続できる

よう、認知症サポーター養成講座を受講した会員有志がサポーターとな

り、ともに働き続ける取り組みでございます。 

 本市といたしましても、認知症高齢者の増加が見込まれる中、認知症

に対する正しい知識を学んでいただき、会員同士の就業支援、認知症の

状態にある利用者の適切な対応が図られるよう、安芸高田市シルバー人

材センターと連携いたし、引き続き認知症サポーター養成講座の受講を

推進してまいりたいと思います。 

 今後とも、シルバー人材センターの理念である自主・自立・共働・共

助の活動を支援し、高齢者の生きがい就業と、認知症になっても安心し

て地域で生活できる体制の構築を進めてまいりたいと思います。 

 認知症というのは安芸高田市非常に多いということなんで、シルバー

だけに任せていく、それ、たまたまこの東京都がやっただけであって、

誰がどう支えるかいうのこれ課題です、今。起こった事象なんで、よそ

のまねをするのはいいんだけど、うち独自にどうすれば対策できるかと

いう構築をこれから図っていかにゃいけないと思ってますんで、御理解

をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  今市長おっしゃいました、よそのまねをするんじゃなくて、これはも

う大切な課題だという認識をしていただいておるということで、答弁い

ただいたと思います。で、まさしく私もそのとおりだと思っております

し、またちょっと意味は違うかもわかりませんが、若年性認知症、若年

性は50からか、ちょっとそこらも私認識不足なんですが、もう少し若く

なるんでしょうが、そこらの対策もこういった一つのサポート体制をも

って、やっていくことは本当の安芸高田市にとって、今後まだまだ認知
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症が決してふえることがいいのではないかもわかりませんが、そういう

現況の中では、そうした取り組みをやっぱりしっかり考えていっていた

だきたいというふうに思います。 

 この件については、これで終わります。 

 最後の質問に移らせていただきます。 

 安芸高田市版オレンジプランとなるような、計画策定をということで

出させていただいております。 

 厚生労働省が関係府省庁と共同して策定された認知症施策推進総合戦

略いわゆる新オレンジプランを基本として、その内容について本市の課

題に対応できるようなものを今策定中でございます第7期ですか。安芸

高田市高齢者福祉計画として策定していくことが、本市の今後の認知症

対策の不可欠条件ではないかというふうに考えるんですが、市長の見解

をお伺いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「安芸高田市版オレンジプランとなるような計画策定」に

ついての御質問にお答えいたします。 

 平成29年7月に策定された新オレンジプランでは、認知症への理解を

深めるための普及・啓発推進、認知症の容体に応じた適時・適切な医

療・介護等の提供など、7つの施策を総合的に推進していくこととされ

ております。 

 本市では、急速な高齢化が進行する中、認知症の人の意思が尊重され、

できる限り住みなれた地域のよい環境の中で、自分らしく暮らし続ける

ことができる社会を構築するため、地域に受け継がれてきたもやいの精

神による市民総ヘルパー構想を一歩進め、高齢者など日常の生活に支援

が必要な人や、そうなるおそれのある人のライフスタイルを把握いたし、

必要な支援や情報を適切に提供できる仕組みを構築するため、現在生活

支援員制度の取り組みを全市に展開をしているところであります。 

 議員御指摘の安芸高田市版オレンジプランにつきましては、現在策定

を進めております高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画において、

市民総ヘルパー構想や生活支援員制度など、本市の特徴を盛り込んだ事

業計画となるように進めているところでございます。 

 このオレンジプランにしても、実態を把握してない状況での国のプラ

ンなんで、一番に実態を把握しながらすばらしい安芸高田市版のオレン

ジプランをつくっていく必要があると認識しておりますので、御理解を

賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  先ほど市長答弁いただきました。もやいの精神、それから今まで取り

組まれた市民総ヘルパー構想、現在取り組もうとしている生活支援員制

度ですか。ここらあたり、全部これに関連してくるという思いは当然し
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ておりますし、国のオレンジプラン7つの指針というのが、まあ私が申

し上げるもないことですが、まず一つには認知症への普及啓発であった

り、適時適切な医療介護の提供と、それから若年性認知症施策の強化、

介護者への支援、それから1番の高齢者に優しい地域づくりの推進と、

あとは研究開発及びその成果の普及推進、と認知症の人やその家族の視

点の重視ということで、これはもうほぼうちが今取り組んでおられるの

は網羅されていると思います。 

 私が思うのは、どういったことが大切なのかということを考えながら

この高齢者福祉計画を市長言っていただいたようにつくっていくという

ことを考えたときに、大切なのはやっぱり市長答えていただきました、

本市の特徴に応じた計画策定ということだというふうに思います。そう

した意味では、まずは認知症への理解を深める普及啓発が先ほどありま

した。それから適切な医療介護の提供、何よりも大切なのは、高齢者に

優しい地域づくりの推進、ということだと思います。 

 これを現在策定中の高齢者福祉計画・第7期介護保険事業計画の策定

委員会で、それぞれの委員さんの御意見を賜りながら、またなおかつそ

のことを重視していただきながら、本市に適したオレンジプランとなる

ことを私は期待しているところでございます。 

 市長力強く先ほどそういった取り組みをするんだと言っていただいて

おりましたんで、私も策定委員ですので、今後何度かまた委員会がある

とは思いますが、そういった気持ちを持ってやらしていただきたいとい

うふうに思います。 

 最後に、一応議員ということで、提案型の質問をさせていただきたい

かなということを考えたとき、昨日もございましたけども、生活支援員

制度の条例化というのがございました。条例化、全てきのうの答弁の中

でも条例化するまでにいろんなことを取り組んでいって条例化する。そ

れが議員の仕事であったり、行政と議論しながらつくっている条例だと、

いうふうに話をされていたというふうに思います。 

 これ、また調べてみたら、やっぱり既に条例化に向けて取り組んでお

るところがあるんですね。これが神戸市とそれから愛知県の大府市って

いうところが、既に29年度条例を上程予定ということなんで、今年度で

すね。今年度、神戸市は認知症の人に優しいまちづくりを推進する条例、

それから大府市っていうのは認知症に対する不安のないまちづくり推進

条例案というふうに出ておりました。 

 こういった条例は、やはり一つの道しるべというふうに考えたときに

は、物事の施策の進め方の道しるべだというふうに考えたときには、や

はり必要なんではないかなと。ただ、むやみやたら、よそがつくるから

うちにつくる。というんじゃなくて、先ほども安芸高田市版オレンジプ

ランという話をさせていただきましたが、そうしたところの一番うちに

とって何が必要なのか、そのあたりを条例化してみんなで認知症対策に

取り組んでいこうと、いう取り組みになればというふうに思うんです。
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そうしたところの取り組みの検討をですね、すぐにとは言いませんけど

も、していただける、あるいは議員と一緒にしていくという見解が大事

なことだと思うんですが、そこのところを市長最後にお伺いしたいと思

います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  これからの認知症含めてですけど、安芸高田市の福祉計画については、

今まで行政に皆やってもらうんじゃなしに、自助を育むということを市

民の方に生かしてもろうて協力してもらうかということなんですね。こ

ういう方面からでないと、これからのプランというのはだめだと思うん

ですよね。金が要るばっかりで。 

 そこらを育むためには行政がみずからをもって、姿勢をちゃんと見本

を見せていくということになると思いますんで、こういう意味ではしっ

かり皆さんの協力が要るんだということで御理解してもらいたいと思い

ます。 

 で、今条例をつくるという議論でございますけど、これ今安芸高田市

ですね。今この生活支援員制度というのは、4地区で今生まれるときに

実施しようかと思ってるんですけど、早い時期にということは約束しま

すけど、まずは4地区、課題の整理をしっかりしながら、さっきの自助

の分野が大事なんですけど、こういう市民の協力がどこまで得られるん

かとか、こういう形が得られると、そういうことを踏まえながら次の条

例制定に向かっては、また努力していきたいと。そうかといって、2年

も3年もおくというんじゃなしに、早い時期にまたこれ検討していきた

いと思いますんで、御理解を賜りたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 13番 秋田雅朝君。 

○秋 田 議 員  以上で一般質問を終わります。 

○先 川 議 長  以上で、秋田雅朝君の質問を終わります。 

 この際、午後2時30分まで休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ２時１９分 休憩 

午後 ２時３０分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○先 川 議 長  休憩を閉じて会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  14番、塚本近でございます。 

 通告いたしております、市民と行政とのパートナーシップによるまち

づくり、ただいま32の振興会が設立されておりますけれども、その振興

会について市長にお伺いをいたします。 

 この振興会の設立目的は、今から13年前の合併当時、合併をすること
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により行政区域が拡大し、それに対応し市民の意見を新市のまちづくり

に反映していくため、市民の自主的な参加と行政との協力のまちづくり

をより一層推進するとともに、各地域の特性を生かしながら、お互いに

補い合い、連携して、地域の誇りと生活の充実感を感じることができる、

そんな地域を目指して、地域住民組織を立ち上げたところでございます。 

 これまでの振興会の活動により、本市のまちづくりが、といいますか、

振興会が大きな役割を果たしたのは、言うまでもありません。しかしな

がら、近年急激に人口減少や高齢化によって、今や地域によっては振興

会の活動等が非常に難しくなっている現状があります。また、ひいては

地域崩壊というようなこともささやかれている状況でありますが、そこ

で具体的に今日の振興会との現状と、今後の課題について伺うものでご

ざいます。 

 まず最初に、合併後13年が経過する中、各振興会との連携はどのよう

になっているのか、まずお伺いをいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「市民行政と振興会とのパートナーシップについての現況

の振興会との連携について」の御質問にお答えいたします。 

 各振興会との連携については、大きく3つございます。 

 1点目は、財政的な支援として、各町の連絡協議会に対して、地域振

興会の活動を支援する助成を行っております。 

 2点目は、市民の皆さんの活動を広く紹介し、みずからの活動に生か

していく学び合いの場として、地域振興会と共催で市民フォーラムを行

っております。 

 3点目は、各町の連絡協議会から選出されました代表者により、地域

課題を研究し、市に提言をしていただくまちづくり委員会の活動がござ

います。 

 このほか、今年度から新たに取り組みを始めました、生活支援員制度

も振興会の連携によって行う事業でございます。 

 いずれにいたしましても、地域の課題に細かく目を配り、地域の活性

化を推進する上では、振興会との連携が重要であると考えておりますの

で、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  ただいま市長のほうから連携について3点要点を述べていただきまし

た。それぞれ次の質問にも、それぞれの項目を書いておりますので、例

えば支援であったり、また財政的な、あるいは人的な先ほど言いました

支援等も次の質問で求めておりますので。 

 今市長のほうから言われた内容の中であれば、詳しく、もう少し詳し

く、例えば今2の項目で言われた市民フォーラムの開催、あるいはこの

ことによって人材育成等が図られているんだろうとは思いますけれども、
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より具体的に、市民フォーラムの効果であったり、検証をどのように感

じておられるのか。また、地域の課題を研究し、まちづくり委員会等に

図ってという言葉がございましたけれども、そのまちづくり委員会の中

で、どのようなことが検討され、また今この行政に提言をされて、それ

が実行に移されているのかというようなところについて、もう少し詳し

く聞いてみたいと思いますが、市長、どうでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  振興会、大切な組織でございますけど、私市長になって初めてやった

ことは、特色ある振興会の仕事いうときに、答え返って来んのですよね、

これ。困るんです、非常に。 

 いわゆる、わしは祭りやっとるけえとかいうようなこと。我々が見れ

ば、先ほど申しましたような、福祉のこれまでの生活支援、実態把握と

か、こういうことやってもらいたいんですけど、残念かな、こういうこ

との議論がまだなされてないと思ってますんで、今回こういうことがさ

れるようにと。市民フォーラムもメニュー不足かもわかりませんけど、

だんだん参加者が減ってくるような状況でございます。で、まちづくり

提言でも、地域のことと言わずに、全般的なこと、福祉の向上とか、こ

ういう提言受けてるんですけど、具体的に、高宮はここだとかいう提案

は一応受けてないんで、こういうところが物足らんといや足らんのんで

すけど、今後こういうことをいかにやってくのかが課題となってます。 

 詳しくは担当部長の今どのぐらい参加して、こういうことがあったん

じゃということは説明申し上げますんで、どうかよろしくお願いします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁を求めます。 

 企画振興部長 西岡保典君。 

○西岡企画振興部長  まず最初に、市民フォーラムでございます。 

 市民フォーラムにつきましては、各まちづくり委員会の中から検討さ

れる組織を何人かずつ出してもらって、その中でどういったテーマで行

うかという部分を決められて実施をいたしております。各6つの町を、

各年持ち回りで会場を回っておるという状況で、毎年200人から300人程

度の参加者でございます。 

 昨年については、美土里のまなび、今年度については田園パラッツォ

ですかね、契約をいたしておりますが、内容につきましては、昨年の例

で申しますと、まなびで行いました2月19日でございますが、若者が興

す我まち安芸高田という部分で、ステージ発表これを保育所の歌であっ

たり踊りであったり、またパネルディスカッションといたしまして、コ

ーディネーターを市の地域おこし協力隊員に行っていただき、パネリス

トとしては、各企業であったり、実際にはクリーンカルチャーであった

り商工会であったり、ひとは工房であったり、そういった部分でのパネ

ルディスカッションを行ったという経緯でございます。 

 もう1点の御質問にあります、これまでまちづくり委員会の提言をど



168 

のように行政の施策のほうへ生かしておるかという部分だったと思いま

す。昨年にも同様の御質問いただいたような気もいたしますが、17年か

ら振り返りますと、かなり多くの部分もございますが、その中で大きな

部分で言えば、子育て支援であったり、高齢者支援であったり、障害者

支援であったり、また各年共通して一番多く上がっとるのが地域防災、

減災、そういった部分であったと思います。 

 御承知のとおり、その当時につきましては、高齢者支援で言いますと、

交通体系であったり、お太助ワゴン、新公共交通システムの設立であっ

たり、そういった部分、または子育て支援については預かり保育、病児、

病後児、そういった部分で年々追加を充実いたしておったところもござ

います。また、近年では保育料の軽減であったり、そういった部分につ

ながっとると思います。 

 また、障害者の支援に関する部分については、障害者基幹相談支援セ

ンターを開設したり、そういった部分での取り組みということで挙げら

れております。 

 また、防災につきましては、これまでもお答えをいたしておりますけ

れども、毎年自主防災組織との連携ということで、連絡先の把握とまた

更新、消防団との連携等も図っているところでございます。 

 また、自主防災組織であったり、未組織の地域へ危機管理課並びに消

防職員が出向いて行きまして、研修とか啓発をまた訓練の指導等を行っ

てきておるところでございます。 

 また、避難情報の伝達手段につきましては、先ほど言いましたお太助

フォンを補完する仕組みといたしまして、携帯電話等での緊急速報メー

ルの迅速に送信できるシステムを構築するとか、そういった部分、また

ハザードマップの見直し等についても浸水想定等を考えた部分での見直

しを検討しておるところでございます。 

 ほかにあった例で言いますと、あとは定住対策でございます。そうい

った部分におきましては、市長も先ほどからも言っておりますように、

最も力を入れておる部分だろうというふうに思います。昨年までの起業

支援事業助成金であったり、空き家の購入補助であったり、また子育て

応援券の発行であったり、地域未来塾の開設であったり、先ほどとダブ

りますが、保育料の減免の部分であったり、そういった部分での取り組

みに生かしておるというところでございます。 

 その他細々した部分はたくさんありますが、直近で言いますと、27年、

28年、2年かけて提言いただいたようなケースもございますが、先ほど

もありましたこの次の御質問の中にもあるんだと思いますが、いわゆる

地域振興会組織への人的支援であったり、財政的支援、そういった部分

を直近の内容であろうかと思います。この部分につきましては、後ほど

の答弁の中でお答えをできるかなと思っております。 

 以上で終わります。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 
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 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今の企画振興部長のほうから、本当行政の重要課題をこれなどフォー

ラムであったり、まちづくり委員会の中で検討されているということを

再認識をいたしましたが、先ほど市長のほうから参加者が非常に少ない

というようなお言葉もありました。私もこういう行事があるたびに、私

含めて市議会の議員の皆さんにも案内をいただいて、参加をし、傍聴し

とるわけでございますけれども、本当市長おっしゃるとおり、参加者が

少ない現状も目にしてきております。 

 特に、これだけのまちづくりの先ほど部長が言われたその行政課題に

対して、行政職員の参加者が非常に少ないと。これはよその担当課がや

ることよと、いうような認識しかないんじゃないかというふうに私は感

じております。そこらのところを行政指導、市長のほうの指導で、やっ

ぱり職員の参加があってこそ、共助の精神でお互いにまちづくりに励ん

でいけるんではないかというふうに思っておりますけれども、市長そこ

らはどうでしょうか。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  そういう部分につきましては、住民参加もですけど、やる気を見せる

ためにも職員参加というのは大事なことなんで、行政としてもできるだ

け出るような指導をしていきたいとかように思っております。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  市長のほうから指導ということでございましたので、今年度は高宮の

田園パラッツォであるということでございますので、私も行政の職員の

出席状況も把握しながら、また機会があればこういうことも述べていき

たいというふうに思っておりますので、まちづくりは自助・共助・公助

ということを常々市長おっしゃってますので、お互いにまちづくりのた

めに精を出そうではありませんか。 

 次の質問に入ります。 

 2番目の質問といたしまして、合併後32の振興会が設立し、大きなま

ちづくりの原動力となり、他の地域からも多くの行政視察が相次ぎまし

た。行政といたしましても、まちづくり支援課を中心に各振興会への支

援体制ができていましたが、今後の支援体制はどのように考えておるの

か、また新たな支援体制がお考えがあるのかどうか、お伺いをいたしま

す。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  振興会制度というのはいい制度であるんですけど、だんだんマンネリ

化しているところも先ほど申しましたとおりなんで、いいところもある

んですけど、このことを振興会に対しては、私当時から言ってるんです

けど、めり張りある、特色ある振興会活動を出してくれと。 
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 予算も今計上の分野とめり張りつけても半分ずつにしとるんですね。

ただ、うちのほうの職員優しいから、トータル的には合うような配分し

とると思うんですけど、そうじゃなしに、いい活動したとこにはちゃん

と配分するんだということがやっぱり大事だと思います。 

 それから、今うちが重点施策でやってます振興会さんの協力も得てる

んですけど、生活支援員でも実態調査を本気でやる言うんなら、どんど

ん金を突っ込んでもええんですけど、これはよそのことだと言われるん

だと困るんで、温度差があるいうことは理解してもらいたいと思います。 

 我々も行政の方向に向かって、ちゃんとまちづくりになるんだと思っ

たら、しっかりとお金もつけていきたいと、かように思ってます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今回の定例会では、各議員のほうから先ほど市長おっしゃいました生

活支援員制度のことは随分論じてきました。この生活支援員制度の、私

よくわからないところがあるんですけれども、やり方によればその振興

会の大きさが広範囲な振興会、あるいは小さな振興会、それぞれあるだ

ろうというように思うんですよね。旧町で言えば、各旧町で振興会の連

絡協議会というのがまずあって、それを行政が振興会、振興会といわれ

るんでしょうが、その下部にはやはり小さな振興会があるわけですよ。 

 先ほど市長言われたように、高宮で言えば、高宮連絡協議会があって、

その下に川根振興会があって、今回川根振興会がその生活支援員制度を

導入されるということなんですけれども、まだまだ川根よりか小さい、

本当集落単位の振興会も実はあるわけですよね。 

 そうなったときに、果たしてその公的な資金を投入してまで、その制

度を普及させにゃいけんような状況なんかといったら、全てそうじゃな

いんだろうというふうに思うんですよ。というのは、小さな振興会であ

れば、無理にそういう制度でくくらなくても、今それぞれにある嘱託員

であったり、いうところだけでも、その実態把握というのはできるとい

うふうに私は感じとるんですよね。 

 それを一つの支援員ということで、つないで予算的な措置をすること

によって、どういいますか、予算があるんだからやりなさいというよう

な餌まき的な、ちょっと言葉は悪いかもわかりませんけれど、そういう

ところで、その事業を進めていくというのはどうなんかなというふうな

思いも実はしとります。 

 振興会が私は行政の下請になってはいけんと、いうふうに思って、ち

ょっと言葉が言い過ぎたかもわかりませんが、そうでなしに市長言われ

るように、共助ということになるとお互いがということでございますの

で、お互いがメリットがあるような、やっぱり施策でないといけんのじ

ゃないかなと。一方的な押しつけとは言いませんけど、一方的なその指

導によっての振興会ではあってはならんというふうに常々思っておると

ころでございます。 
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 そういうようなことも思いながら、次の質問に移ります。 

 （3）の質問ですけれども、合併時には先ほど市長言われたようなそ

の財政的な支援もあり、自分たちの将来を考えた地域づくりにあって、

話し合ってきた振興会。しかしながら、最初言いましたように、高齢化、

あるいは少子化が進むことによって、非常に振興会自体の体力が弱って

いるのも現実でございます。 

 そういう中で、指導的な行政職員も激減をしてきております。人材育

成をどのように支援するのか、また総合戦略進行管理表によりますと、

協力隊員の活用も検討するというようなことも書いてありましたが、今

年度どのようになっておるのか、お伺いをいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  先ほど生活支援員と行政の関係について、押しつけじゃないかという

ておっしゃったんですけど、そうじゃないんで、ちょっと御理解をして

もらいたいと思います。 

 地域差がありまして、そういう実態把握してるとこというのは私もす

る気ないですよ。ほとんどないです、こんなことは。何ぼ小さくても。

ただ、振興会の大きさもあって、吉田とか可愛みたいに、全然大きな振

興会もあるし、高宮みたいなこまい振興会もある。ただ、再編も考えて

いかにゃいけんということですよ。これ、昔合併時に考えたエリアが正

しいとは考えてないんで。じゃけえ、再編によっては、組織の中が例え

ば振興会長さんが頑張っておられるところもおられるし、全くわしは郵

便物だというとこもおられるんで、しっかりいってるところは、ちゃん

とダブらんこうに、そこやってもらえればええんでって。振興会もそう

です。このたび振興会にお願いしたというのは、たまたまお願いしやす

いからしたんであって、振興会さんがちゃんとこう、だったらまとめち

ゃるいうとこがあるからしただけであって、振興会じゃのうても、ほか

の団体がやるいうてんなら、それでもいいということなんで、御理解し

てもらいたいと思います。 

 これ大事なことなんで。大きいとかこまいじゃなしに、吉田町なんか

全部これ、すごうてですね、高宮町の一つの振興会の10倍ぐらいのとこ

ろもあるんですね。こんなとこから、ほいじゃ振興会でええんか言うた

ら、そうでもないんで、これ大事な町のことですから、ちゃんと我々も

エリアを決めながら、ちゃんとしていきたいと。ほいで、ちゃんと振興

会さんが独自で活用して実態把握しとる振興会あるんだったら、それは

ちゃんとそれを生かしていきたいと。残念ながらありません。それは一

つも。そんなことは。振興会が差があるとありましたけど、全くないで

す。 

 ただ、やっておられるんだけど、なかなかあっこは守秘義務があるか

らとか、プライバシーが許されんとか、こういう状況につけちゃ全部や

っとってんないです。全然。だから、これをうちは行政として皆、全部
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把握して、次のステップ行くんだということで御理解してもらいたいと

思います。で、エリアについてはまだ検討事項があるということです。

この振興会のエリアが正しいとは思うてないんで。御理解してもらいた

いと思います。 

 それでは、ただいまの質問にお答えいたします。 

 「今後の地域振興会の人材育成について」の御質問でございます。 

 議員御指摘のとおり、合併以来、13年が経過し、その当時から地域振

興会の中心となって活動された方々の中には、高齢になられた方々もお

られます。世代交代が徐々に進みつつあると感じているところでもあり

ます。 

 合併当初は以前から長く活動されていた振興会や、合併を機に新たに

立ち上げられた振興会など、さまざまでございましたが、現在では全て

の地域振興会が10年以上の活動を続けられております。一定以上の経験

の蓄積が出てまいったところであります。 

 今後も市民フォーラムの場などを利用して、活動の状況を共有し、学

び合いながら互いの活動に生かしたいと考えております。 

 また、職員についても、地域の活性化の担い手として、地域の活動に

積極的に携わるように、日ごろから指示をしているところであります。

行政的な経験を生かして、地域振興会を支えていく存在になっていくべ

きと考えております。 

 いずれにいたしましても、合併から10数年が経過いたし、地域振興会

それぞれに、さまざまな課題が出てきているところだと考えております。 

 課題をともに解決していくことができるよう、連携を密にしてこれか

らもいきたいと思いますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今市長のほうから支援員のことで再度答弁がございましたので、少し

私のほうからも触れさせていただきたいというふうに思います。 

 実は、振興会の大小も確かにあります。理解はしておられる振興会も

あるでしょうし、そうでない振興会、まだ話も来てない振興会もあるだ

ろうというふうに思います。 

 そこで、少し突っ込んだ質問でございますけれども、今行政から発行

される広報紙であったり、あるいは議会広報であったり、行政からの連

絡、文書等々、家庭によれば要らないというような家庭もあります。こ

の制度の中で、75歳以上の方には相当の金額を、という話も聞いており

ます。 

 そうなったときに、片やふだんは振興会、あるいは行政に積極的に協

力される方、あるいはされない方と言うちゃ語弊があるかもわかりませ

んが、そういう方、いろいろあるだろうと。それに対して、今回の交付

金というか、そこらの考え方はどうなんかなというふうに思うんですが、

市長、私の言っとることがわかりますかね。 
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 そこらのところはどのように考えておられるか、少し御意見をいただ

ければというふうに思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  御質問がパートナーシップということなんで、大きく見れば関係する

んで、ちょっと答えさせてもらいます。 

 私一番困ったのは、各地区の嘱託員さん、それから今の振興会を含め

て、それから民生委員さん、おのおのが今までやってきたわけですよ、

似たようなことを。安否確認とか。だけど、これも例えば民生委員の

方々も守秘義務とか、プライバシーがあるからこの家は行かんとか。こ

ういうのが今実態なんですよ。これを全市的に責任を持って今調査をし

ていくいうのが、今の生活支援員なんですよ。郵便物もそうなんですよ。

全部皆さん方に嘱託お願いしても、わしは嘱託員だから郵便物だけしか

運ばんと。地元の地域のいわゆる苦情は聞かないよとか、こういうのが

いっぱいあるわけですよ。だから、これを考えていかにゃいけんのは、

今までの嘱託員制度自体も考えていかにゃいけんと思うんですよ、これ。 

 今御指摘のように、これからペーパーレスになりますよね。大体物事

が。お太助フォン聞いたら、死亡もわかるし皆わかるようになるんで。

そこまでもいかんとすればやっぱり紙に書いたものも要るんだというこ

ともあるので、そういうものの配達する人が要るわけですよね。じゃけ

え今現状に嘱託員会議して、私は配達するために嘱託員になっとると、

そのために報酬払うとるわけですから、こんなことの見直しも含めて考

えていかにゃいけんということです。各制度の。 

 で、今私が申してますように、いろんなこのことについてやろう思う

たら、地域で担っておられる方々がたくさんおられるんで、老人会とか

振興会とか嘱託員とか、その方の整理が要るんで、今モデル的にしか行

かれんということが状況なんですよ。で、議員御指摘のように、しっか

りやろう思うたら、そこらの見直しから行かにゃいけません。今、総務

部長には行政嘱託員の見直しはお願いしております。していかにゃいけ

んと。いうことで、してるんです。見直しはせにゃいけんと。今まで合

併してからずっと放ってやっとるんですよ。ただ、どういうことになっ

とるかいうたら、嘱託員会議開いたら温度差が違うんですよね。自治会

長のような役割をした嘱託員がおってじゃし、郵便物だけいう嘱託員も

おってじゃし、順番でくじ引いた嘱託員もおってじゃし。こういうこと

じゃまちづくりにならんので、ここらの指導をしっかりしていきたいと

思っておりますので、御理解をしてもらいたいと思います。 

 また別の角度からちょっとお願いします。 

○先 川 議 長  引き続き、答弁をお願いします。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  まず今回の生活支援員制度、なぜこれをどのような状況の中で、どう

して入れるんかいうことをまず冒頭説明させていただきます。 
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 安芸高田市の高齢化は38.4、また、高齢者だけの世帯、またはひとり

暮らしの世帯等の数は、約4割になってきとる状況があります。そうい

った中で、地域の中で先般きのうの質問等にもありましたように、孤立

死、孤独死の状況も出てくる実態がある。そうした中、地域の中で、安

芸高田市これまで持ってきた、お互いもやいの精神という力の中で、地

域の中でお互いがお互いを見守り、安心して暮らせる地域社会をつくっ

ていきたい。そうした中で今回の生活支援員制度をまずは見守り、そう

いったさりげない見守りから直接会ってお話しする等の中の見守り、そ

ういった仕組みの中でつくっていきたい。さらには現在の全国の状況を

見るときにおいても、大雨による災害時、地震、そういったときのまず

の力というのは地域力であって、行政がすぐには力が出せない。そうい

うことに関していかに地域の力をつくっていくことが、安芸高田市とし

ての活力あるまちづくりになるんではないか。 

 そういった視点で、今回生活支援員制度をきっかけに地域の中、75歳

以上に3,000円のお金を交付する中で、地域の中で議論をいただき、そ

のお金等の中で地域で、どういった形ができるんだろうか。そういった

議論をしっかりやっていただきたい。さらには、今後においたら自主防

災、そういった組織をつくっていこうじゃないか。その中できちっとし

た地域の見守り、防災に対する対応をつくっていこう。さらには、きの

うありましたように、子どもたちの登下校の見守りも地域の中で、こう

いったお金の中でやっていこうじゃないか。そういった次々と地域の課

題を、そういったことの中で活用いただけるような状況をこれからつく

っていけないだろうか。そういった思いで、今回の生活支援員制度をき

っかけに、地域力を高めていきたい。そういった中に、本当地域で安心

して暮らせる社会をつくっていきたい。そういった思いの制度ですので、

ばらまきではないかというきのうの御意見もありましたが、そうではな

しに、地域力を高める予算として、使っていただく中で、地域力を高め

ていく。 

 議員御指摘のこれからの質問にもあるかもわかりませんが、地域に対

する支援をというのは財政的支援、人的支援ということもあるでしょう。

そういったのをこういった形で、議論いただく中で、少しでも地域でお

互いを支え合うまちづくりをぜひお願いしたいというのが、本来の目的

ですので、御理解いただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  先ほどの私の質問は、制度の考え方とかいうことを聞いたわけじゃな

いんですよ。その対象者となる75歳以上の対象者を全てという形になっ

ておるでしょ、今。考え方とすれば。そのように私は聞いてます。それ

は片やそういうことをやっとるわけですけれども、ふだんの市民の皆さ

んの考え方が私は行政は関係ないというちゃおかしいですけれども、こ

のことには協力しません。広報も要りません。何も要りません。何もし



175 

ませんというような方も対象者に入れるということは現実に起きてきて

話を聞いておりますので、そこらの対象者の範囲をどのように検討する

んかということを私は聞いたわけでございまして、制度のあり方は十分

理解をしておりますので、それは必要なことだろうというふうに思って

おりますので、そこのところの交付金の流れをどうするかということを

再度お聞きいたします。もし何なら福祉保健部長、ひとつよろしく。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 副市長 竹本峰昭君。 

○竹本副市長  まず対象となるのは、地域の中で75歳以上に交付金を出しますと話は

しておりますが、実際に見守っていただく対象となる人は、地域でしっ

かり話をいただく中で、75歳以上でも元気な方いっぱいいらっしゃいま

す。そういった中で本当に地域で見守っていく必要のある人は、誰かい

うのは地域で議論して対応してもらいたい。ただ、そういった中にあっ

て、今議員さん御指摘の私はそういった見守りは要らんという方もある

と思います。そういう人に対しては、地域の中で直接家庭訪問とかでき

なくても、さりげない見守りと地域で対応できないでしょうか。そうい

う仕組みで話をしとるわけです。 

 電気がついとる、洗濯物が干してある。そういった日常的な生活感を

さりげなく見守っていただくような状況で、地域の中で見守っていただ

く仕組みも検討いただきたいと、そのようにお話をしとるとこです。 

 以上です。 

○先 川 議 長  答弁は終わりますが、ちょっといわゆる質問者が言っておられること

と、答弁者の内容が意味がかみ合ってないと思います。多分、質問者の

ほうは振興会のフレームの話をされているんだと私は思っておりますし、

そのことについての答弁が明確でないと思っておりますので、いま一度、

今質問者がおっしゃるのは振興会の中でも振興会組織でないと、入って

ないというところのフレームについてのお話だと思いますが、いかがで

しょうか。 

 塚本議員。 

○塚 本 議 員  今議長のほうからありましたが、それもありますけれども、基本的な

考え方として、当初私どもがお聞きしたのは75歳の市民の皆さんがその

地域におれるのは、全て交付金対象にしますよということをお聞きして

おりましたんで、じゃあそれはおかしいんじゃないですかと。先ほど副

市長のほうからあったように、今回のきのうの資料を昨日配付していた

だいたのをロッカーの中で見ましたけれども、その見守りを受ける申請

者の名前を書いたり、いうような様式も今朝見させていただきました。 

 当初お聞きしたのは、全ての75歳以上、きのうの一般質問の中には、

健常者、若くても障害を持っておられる方も含むというようなこともあ

りましたけれども、それはあくまでも申請した数によって、その交付金

が支給されて当然だろうというふうに私は考えておったもんで、全ての

75歳以上の皆さんに配布するというのはいかがなものかと、いうことで、
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ばらまきという言葉もあえて使わせていただいたということでございま

すので、そこのところ明確に言っていただければ、それはまたそれで、

あとまた後ほど議論すればいいだろうというふうに思いますので、そこ

の基準だけ福祉保健部長お願いをいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 福祉保健部長 可愛川實知則君。 

○可愛川福祉保健部長  ただいまの塚本議員の御質問でございます。 

 交付金の対象者は、誰なのか、どういう基準なのか、という御質問だ

と思います。 

 委員のほうからも聞いておられるとおり、安芸高田市民、住民票があ

る75歳以上の市民に年間1人当たり3,000円、交付金として支出をさせて

いただく。ということでございます。 

 ちょっとその中で、きのうの議論にもありましたが、交付金の対象者

は今の考え方で、基本それなんですが、高齢者の見守りということで、

この制度を起こしておりますが、しかしながら75歳以下の人であっても、

見守りが必要な方がおられる。まあ障害者であり、もしかしたら引きこ

もりの方と、そういうことも地域でそれは必要だと、お決めいただいて、

その対象者につきましては、それとは別個に3,000円×その人数、75歳

以上で対象にしていただいた人数は、当然市のほうも確認はいたします

けれども、それはプラスして出るということで、ちょっと誤解があった

のかなと思いますが、そのように御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  今福祉保健部長のほうから75歳を対象にするということがございまし

たんで、そのことはまた今後予算に上がってくることでしょうから、予

算委員会の中でここで白黒ということではありませんので、また検討を、

議論をさせていただきたいというふうに思います。 

 次の質問に移ります。 

 人口減少、高齢化、先ほど最初に申し上げました。そういう高齢化が

進む中、各振興会においても、年間多くの行事計画を立て、地域行事や

行政の支援事業にも積極的に取り組んでいただいておるところでござい

ますが、人口減少や高齢化により事業を行う体力も地域によっては弱体

化していると思います。 

 今後の財政支援がこれまで以上に必要と考えますが、お考えをお伺い

をいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「今後の地域振興会への財政支援について」の御質問にお

答えいたします。 

 それぞれの地域振興会においては、毎年多くのイベントや事業など、
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地域活性化の取り組みを積極的に行っておられます。しかし一方で、議

員御指摘のとおり、高齢化の進行により、これまでと同じようにイベン

トや事業を行えなくなることを懸念しておられる地域もあるとお聞きし

ております。 

 地域振興会の活動は、地域として負担になる部分は縮小し、行うべき

部分は集中して行うなど、状況に合わせて柔軟な形で行っていただきた

いと考えておりますが、それでも必要な活動ができない状況にある場合

には、財政支援もさることながら、人的な支援、仕組み構築の支援の検

討が必要と考えております。 

 先ほど申し上げましたように、地域振興会それぞれにさまざまな課題

が出てきている時期になったと感じております。課題をともに解決して

いくことができるよう、連携を密にしてまいりますので、御理解を賜り

ますようお願いしたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  この質問をお願いするまでに、担当課のほうに行ってこの支援の状況

をお伺いをいたしました。この財政支援につきましては、活動支援交付

金、また祭り等の2分の1の補助金、そして特色あるまちづくり支援とい

うことで、それぞれ予算を立てて、各振興会に分割し、それをまた各連

合会において、各単体の振興会に振り分けるというような仕組みでこの

予算が、交付金が使われているというのも承知しておりますけれども。 

 特に、私毎年地域のある事業に参加するわけでございますが、非常に

特色あるまちづくりの資金が減額をされている実態がございます。これ

は、行政改革の一環として、5年間で300万を減していくという計画の中

でされておりますけれども、先ほど言いましたように、本当参加者は少

ない、あるいは高齢化する中で財政的な支援がないとその振興会活動は

非常に地域活動ができないという現状も実際あるわけですよね。 

 特に、これまでもよく聞くんですけれども、例えば、敬老会事業、各

振興会でやっております。この敬老会の金が少ないというようなことも

耳にしておりますし、多分市長さんも、あるいは執行部の方もそういう

予算についてはお聞きをしていただいておることだろうというふうに思

いますけれども。それは全体的な一事業でございますけれども、全体的

に特色あるまちづくりに対して財政支援を減していくということについ

ては、非常に活力がなくなるというか、そういう思いはしとるんで、ぜ

ひともそこらのところは財政再建もありますけれども、一つ考えていた

だければなというふうに思っておるところでございます。 

 また、活動支援交付金の中で、世帯別あるいは均等割とかいうような

分け方もしてありますけれども、先ほど言いましたように、地域によっ

てはその振興会活動には、本当非協力的な皆さんもいらっしゃいます。 

 しかし、こういう交付金を配付する基準とすれば、当然それも一世帯

という形でなっておるんだろうというふうに思いますが、それはまあ仕
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組みとしてそういう分け方をしないと難しいということであろうかと思

いますけれども、そういうところも含めて、今後この交付金をどのよう

にしていくのか、というところを、今後の見通しについて、先ほど言い

ましたように、5年間で300万減していくんよというような思いなんか。

やはりそういう高齢化あるいは少子化する中で、もう少し考えてみよう

かというようなお考えがあるかどうか、少し市長のほうで見解があれば

お聞きしてみたいというふうに思いますが。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  特色あるまちづくりというのは非常に難しいんで、敬老会が特色ある

と言えるかどうかいうことですね、これ。これね、いま一度幹部会のほ

うでも議論させてもらいます。ただ減すというんじゃなしに、住民参画

ができるんだったら、非常に参加してもらえるんだったら事業効果ある

もんと、私は個人的には思ってますので、この住民の方々が、市民の

方々が、いかにこの祭りとか参加しとることが一つの予算のつけるバロ

メーターになりますんで、その辺は基準に考えていきたいと思います。 

 決して、300万減すから何かということじゃございませんので、活性

化につながるもんであれば、しっかり残していきたいとかように思って

ます。 

 ただ言えることは、やっぱり市民が参画してもらうんだというプラン

をしないと、またやっぱりこのことを振興会が訴えてもらえば、特色あ

るまちとして私は二重丸をすると思いますので、どうかよろしくお願い

したいと思います。 

 これはまた中身については、ちょっとまた幹部会でも議論したいと思

います。今までこのことを普通に会議としていないんで、お約束したい

と思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 14番 塚本近君。 

○塚 本 議 員  市長のほうから前向きに考えるというお言葉でございました。特に、

市長さんとも振興会でよく一緒になることがあるんですけれど、特に敬

老会等で話をよく地域の方にされる話の中に、ここの振興会ぐらい出席

率のええとこはないよのという言葉をよく発されます。ということはそ

れだけ高宮の例でございますけれども、高宮においては敬老会に対して

は関心が地域の皆さんにはあるんかなと。よその地域はこれだけおって

んないよのということは常々市長言っておられます。私も声を聞いとり

ますんで、そこらのところの配分も考えて、ひとつよろしくお願いをい

たしたいと思います。 

 長々と言いましたけれども、今日の振興会の活動は、最初に言いまし

たように、このまちづくりに大きな原動力となってまいりました。これ

からもこの振興会を中心に、自助・共助・公助を掲げながら、安芸高田

市の発展のために、振興会の活動をますます盛んにしていただくよう、
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お願いを申し上げまして、私の質問とさせていただきます。 

○先 川 議 長  以上で、塚本近君の質問を終わります。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  5番、山根温子でございます。 

 最後になりましたけど、とりを取りたくて取ったわけではございませ

んが、最後までよろしくお願いいたします。 

 通告に基づきまして、大枠3点について、お尋ねいたします。 

 まずは振り返りから入りたいと思います。 

 1点目、お太助情報キットの活用についてお伺いいたします。 

 市長はこれまで市民総ヘルパー構想を掲げられ、さまざまな事業を展

開され進めてこられました。その中で、今回は市内の地域振興会が主体

となり、ひとり暮らしの高齢者や引きこもりの人たちを見守る生活支援

員制度が始まっております。先ほどからもかなり議論が出ておりました

けれども、情報を市に集約すること、基本データを集めるということで

すが、情報という言葉で思い出されるのが、我が家の冷蔵庫にも入って

いるお太助情報キットでございます。社会福祉協議会から市へ贈られた

ものであり、平成22年にまず200個が配られ、翌年には全世帯に配布さ

れたものでございます。議長のお許しを得ましてここに持ってまいって

おります。提示させていただきます。 

 こちらの情報キットです。この中には、平成23年3月に浜田市長とそ

のときの安芸高田市社会福祉協議会長の名前が入っております。この筒

の中には、お太助情報、本人や家族の名前、生年月日、性別、血液型、

電話番号、住所、そして緊急連絡先、さらに病歴やかかりつけの医療機

関や担当医、服薬内容、民生委員、介護が必要な人であれば介護事業所、

ケアマネージャーなどの情報を書き込むようになっております。そして

これをこのボトルの中に入れ、冷蔵庫に保管し、このお太助情報キット

というラベルを、その入っている冷蔵庫の扉に張りつけるというように

なっております。ですが、私の家にあっても、これには記入をいたしま

せんでした。家族、両親がおりましても、私たちが、若い者がいるので、

そういうようなこともありませんでしたが、なかなか市民の方もこれは

どうなっとるんだというお声をいただくことがあります。 

 このたびお聞きいたしますが、まず（1）社協がどのような考えでこ

の情報キットをつくり、市に託したのか、その経緯と情報キット製作の

財源、またその配布・配置はどのようにされたのか、お尋ねいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「お太助情報キット」についての御質問にお答えいたしま

す。 

 お太助情報キットは、ひとり暮らしのお年寄り、生活に支援が必要な

障害がある人、お年寄りだけで生活されている世帯などが増加する中、



180 

急病など万が一の事態が生じた場合、緊急連絡先などの情報を速やかに

把握することにより、いち早く親族の協力を得たり、救急隊や医療機関

に持病や既往症歴を伝達するなど、適応で迅速な救急医療体制の提供を

行うことを目的としております。 

 お太助情報キットは、平成22年度において、定期的な見守りやちょっ

とした生活支援を行う生活サポート事業の一環として、事業の委託先で

ある安芸高田市社会福祉協議会の御協力をいただき、利用者約200人の

方から配布を始めたものでございます。その後、市内全世帯への配置を

決定し、安芸高田市社会福祉協議会において市内全世帯へのお太助情報

キットを作成され、速やかな普及を目指し、平成23年3月に市へ寄贈さ

れたものでございます。 

 なお、お太助情報キットの作成にかかる財源は、香典返しや見舞返し

など、市民の皆様からの貴重な寄附金を活用されたものであります。 

 お太助情報キットの配布に当たりましては、地域振興会に配布を依頼

し、迅速な普及に努めたところでございます。また、民生委員さんやケ

アマネージャーさん等の福祉関係者にお太助情報キットへの記入や冷蔵

庫での保管について、声がけなどの支援を依頼し、地域で支援が必要な

高齢者等の情報が確実に記入されるよう、取り組みを行ったところでご

ざいますので、御理解を賜りますようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  香典返しや見舞返しなど、篤志をいただいたものでつくられたという

ことで、作成に当たっては貴船ハウス、ひとは作業所、ふれあいの家た

んぽぽの協力もいただいているそうですが。このお太助情報キットはそ

の中に医療情報や緊急連絡先などを入れておくことで、情報を緊急時に

生かせるように考えられたものであるということで、安心生活創造事業

のもと、されたということですが、2点目に入ります。 

 現在のお太助情報キットの設置、利用状況はどのような状況でしょう

か。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「現在のお太助情報キットの設置・利用状況」についての

御質問にお答えいたします。 

 お太助情報キットは、安芸高田市社会福祉協議会から全世帯分を寄附

いただき、平成23年度において、地域振興会を通じて、全世帯に配布が

完了したところであります。 

 また、お太助情報キットの配布に当たりましては、民生委員さんや生

活介護サポーターさんなど、支援者の皆様方の御協力により、おひとり

暮らしの高齢者の方々等へ情報シートの記入、声がけ等の支援を行って

いただいてきたところでございます。 

 活用の実績につきましては、安芸高田消防署及び安芸高田警察署にお
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いて、記録が残されている範囲では、緊急時にはお太助情報キットを活

用した事例は、確認をできない状況でございます。 

 活用事例が確認できない要因につきましては、緊急通報時においては、

同居の家族等から必要な情報を得られたことにより、お太助情報キット

を利用する必要がなかったことが主な要因と考えているところでござい

ます。 

 しかしながら、今後も緊急時に必要な情報が得られないケースも十分

に想定できますので、このお太助情報キットは、その情報源として、と

ても重要なアイテムであると認識をしておりますので、御理解を賜りま

すようお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  23年に全戸配布されてから、これまで利用される機会がなかったとい

うことは、よかったと受けとめるべきか、本当に利用しようというよう

な形になっているのか、残念な状況と受けとめるべきかというところが

ございますけれども。 

 ここでですね、先ほど財源をお聞きしましたが、経費としては幾らぐ

らいかかっているものなのか。さらには23年に全戸配布されてから、こ

の6年間その間内容の更新等をしようという動きをされたのかどうかお

尋ねいたします。 

○先 川 議 長  引き続き答弁を求めます。 

 福祉保健部長 可愛川實知則君。 

○可愛川福祉保健部長  山根議員のただいまの御質問でございますが、まずは経費でございま

すが、総額で265万6,840円というふうに報告を受けております。 

 それから、活用事例の報告を実態の現状を市長のほうから報告をさせ

ていただきました。活用事例がないというふうに報告をいたしている理

由の中に、実際のところ警察署においても消防においても、それを活用

したということの記録をする義務がないと言いますか、そういう記録を

するような体制になっておりませんので、その辺でなかったということ

の報告をさせてもらいました。 

 しかしながら、消防署のほうで実態はどうなのかなということで、少

し職員のほうに聞き取りをしていただきましたら、過去聞き取りですか

ら、書類としては残っておりませんけれども、23年以降、約8,707件の

出動っていいますか、そういうのがある中で10件程度はこのキットを見

ましたよっていうふうな報告っていいますか、聞き取りの中ではそうい

うことがありましたので、活用が全くされていないということではない

ということでございます。追加して報告をさせていただきます。 

 ただ、書類としては残っておりませんので、まあそのくらいでしょう

という内容でございます。 

 消防署のほうにも今の冷蔵庫の中に、そういうものが保管されている

ということは、消防署の職員さんも承知しておられます。そういう事態
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になれば、冷蔵庫を確認するということは、していただけるものと思っ

ておりますし、地域の方も近所の方もそのことは承知されているケース

で近所の方から冷蔵庫にこれが入ってるよっていうことで、提示してい

ただいたこともあるというふうにお伺いしてます。 

 それから、どのように更新しているか、その実態ということでありま

すが、市のほうから更新をしましょうという形は実はとっておりません

で、ただし民生委員さんであるとか、ケアマネージャーさんにはこのこ

との必要性は伝えておりますので、そういうところでの更新はされてい

る。全てかどうかは確認しておりませんが、そのように考えております

し、社会福祉協議会のほうにも年間数件のそういう更新をしたいんだけ

どって、用紙をくださいっていう意味だと思いますけれども、そういう

問い合わせがあるように聞いております。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  記録はないけれども、そういう聞き取りをすれば使われたことがあっ

たということで、製作費を篤志から265万6,840円をいただき、それでつ

くったものがある程度、ある意味機能している。 

 （3）に移りますが、こういった状況の中で、このお太助情報キット

については、今後どのように扱われるのでしょうか。お尋ねいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「今後、お太助情報キットについては、どのように扱われ

るのか」という御質問にお答えいたします。 

 過疎化と高齢化が進行する中、ひとり暮らしや高齢者のみの世帯の増

加など、緊急時における連絡先や医療に関する情報は、ますます重要に

なってくると思っております。 

 このような中、お太助情報キットは、万が一の事態に速やかに必要な

情報が得られ、適切で迅速な救急医療に生かすことができる重要な仕組

みであると考えております。 

 お太助情報キットの活用に当たっては、確実な記入と変更が生じた場

合の更新などが確実に行われることが重要であると思います。このため、

お太助情報キットの重要性の啓発と、記入が困難な方に対しては、関係

機関と連携して支援するなど、お太助情報キットの定着にも今後取り組

んでまいりたいと思っております。 

 また、生活支援員制度の普及を推進いたし、地域ぐるみで日常的な見

守りを行うことにより、ちょっとした変化など、日々の生きた情報を把

握し、早期に適切な支援につなげるとともに、お太助情報キットを活用

した緊急時の情報の確保を合わせた取り組みを進め、安全・安心の地域

づくりを推進してまいりたいと、かように思ってますので、御理解を賜

りたいと思います。 
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○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  このお太助情報キット、改めて定着に向けてというようなお言葉をい

ただきました。 

 そこで、この情報キットの中に入っている紙の内容、先ほど申し上げ

ましたけれども、この10日の日曜日に、たかみや人権会館にて「地域で

守る命 孤独死ゼロの舞台裏」と題して、東京都立川市の佐藤良子自治

会活動の実践のお話ではもういろんなところへ講演に行かれてます、大

山とお呼びすればいいんですかね。自治会の前会長でございます。本当

に会員数1,600世帯、人口約4,000人、その会員皆さんが加入率100％と

いうことで、自治会に加わられ、1999年から15年間自治会長として本当

にいろんな御苦労をされた中で孤独死ゼロを達成されたということで、

私もテレビでこの方の番組を見たことがございます。 

 今回、講演時、その場に浜田市長も来られていたそうですが、配付さ

れた資料の中に、非常時に備えて住民の登録の義務を挙げられておりま

す。全住民がこれ登録されていると。その中には4点あって、家族構成

を含めた住民の名簿の登録、自転車を含めた車両の登録、動物の飼育の

登録、そして高齢者に対しては民生委員と連携していざというときの連

絡先の登録、これについては65歳以上の高齢者、義務づけられておりま

す。そういった登録を義務づけされたという、それをこの会員さんが皆

さん理解して、登録をされたということが本当にこの方のすごいところ

だなと思います。こういう中で、こういったお太助情報キットを活用す

るのであれば、改めて先進事例、しっかりと参考にされたらと思います。 

 さらには、市長、生活支援員制度の話もされましたが、今ずっとこの

本会議場で他の同僚議員も質問する中で、聞いておりますと、少し市長

の生活支援員制度に関する目的意識と副市長が言われる意識との中で、

やはりどちらかに重点を置かれて言われてるんだと思いますけれども、

基礎データを集めることが一番大切だからやるんだという市長の御意見

が、特にふわっと出てくるんですね。その中で副市長の聞けば、やはり

振興会が地域一丸となって、地域力をもって支えるんだという、そのお

二つを重ねて考えればいいとは思うんですけども、その中に安心生活創

造事業の中でこのお太助情報キット動きました。その中には生活介護サ

ポーターという市長が掲げられて約500名の方がこの生活介護サポータ

ーとしての位置づけでこの事業を委託された中で動いていらっしゃいま

す。 

 そういった中で、その事業がある意味よく似た形で、実際に動いてお

ります。その事業をこれまで進めてこられた事業を動かしていくには、

本当にたくさんの方たちがかかわり、しっかりと協力をしながら動いて

こられています。その方々の力がある中で、このお太助情報キットのよ

うに年月を経る中で、いつの間にかその存在が見えなくなっているもの

もあると思います。 
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 新たな事業を起こすに当たっては、これまでの事業をしっかりと精査

した中で、利活用や連携などの可能性を探って、生かせるものは生かし

ていただきたい。私が少し大丈夫かなと思うのはですね、今回いただい

た手引きの中に、安心生活創造事業と老人クラブの動きを統合という形

になっております。 

 一般的に、高齢者の孤独死ゼロ対策の中では、セーフティーネット、

いろんな方がいろんなところで、いろんなときにかかわっていって、異

常を発見する、そういうことが大事であるっていって言われてきており

ます。この佐藤さんも電力会社、新聞屋さん、宅配、ガス屋さん、水道

屋さん、メーターを見に来る方、いろんな方がかかわる中で、一番よく

わかるのは新聞が取ってないのが一番よくわかったんだけれども、とい

うことも話されてたそうですが、そういう中で、統合を進めることによ

って、かかわりが少なくなってはいけないなと思って気にしているとこ

ろでございます。 

 地域として、しっかりといろんなかかわりが内発的に出るんであれば、

よろしいんですけれども、週2回、月2回でいいんだっていう形になって

しまっては、反対に高齢者の方は寂しくなってしまう状況が生まれては

いけません。しっかりとこの制度によって、地域の方々も見守りに対す

る意識が啓発できるものになれば、よろしいと思いますけれども、2025

年、団塊の世代が75歳になるところを本当に目標と定めて、しっかりと

つくり上げていこうと思われているのはわかりますが、それについて私

の懸念について、お答えをいただきたいと思います。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  山根議員さんの懸念についてお答えいたします。 

 全く懸念してもらうことはないんで、私が副市長と違うと言ってるの

は、私は情報収集と言ってるんです。ただ、そのことを副市長は一番便

利がええ振興会から手つけてみようかということで、そういうさばって

るだけであって、その違いを言ってるだけであって、手法はですね、無

理に振興会じゃのうてもええわけじゃけ。やるもんがおれば。ただ、こ

こと話したんが一番ベターじゃないかということで、今それ進んでるん

で、食い違えとることではございませんので、安心してください。 

 それから、もう一つ、いろんなこのことについては、各省庁がいっぱ

いあるんですよ。見守りとか、事業がですね。この事業のことを市民が

惑わんように今調整してるから、今モデル的にやってるだけです。これ

とか今振興会とか、いろんな方がやってられるわけです。私には言うて

る生活サポーターもやっとるし、社協の方々もそのいきいきとかサロン

とかやってますけど、こういう今までにやられたことをやっぱり否定せ

んこうに、それがうまく包み込んでいくんだということを今時間かけて

るんで、安心をしてもらいたいと思います。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 
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 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  安心をしてくださいというところですが、振興会でなくてもいいとい

うところで、ではどうなるのというところがございますが、ある意味一

つ提案をしときます。 

 このお太助情報キットの中、中身、内容については、いろいろ今後検

討されるとは、もうつくってあるとは思いますけれども、実際これに書

いていただくときに、手助けをされる方、この情報を一つにまとめると

きには、本当にタブレットでもう写真を撮りながら回っていかれる。そ

ういうやり方も使われたほうが早いと思います。 

 雲南市のほうで看護師の女性が風の人と言われながら、テレビで放映

されましたけれども、本当に情報というのはたくさんあり過ぎて、手で

書いていたんでは本当に長くなってしまいます。手で書く時間があった

ら、本人さんと高齢者の方とお話ししてください。しっかりと情報を引

き出しながら、それをデータとして、本当にタブレットを使いこなして、

音声入力しながら、やっていくという、そういうやり方をしっかりと使

いながら、3万人までいかないですね。75歳以上の方々、何千人もいら

っしゃると思いますけれども、その情報をしっかりと一元化することを

望みます。 

 それでは、次に大枠2点目にまいります。 

 地域医療を守り支えるために、としておりますけれども、今医療を取

り巻く環境が大きく変わろうとしております。その一つに診療情報の共

有と連結に向けたネットワークがございます。広島県では、ひろしま医

療情報ネットワークができ、複数の医療機関での診療情報を結びつけ、

共有することによって、検査や投薬の重複を防ぎ、さらには患者の負担

軽減や医療の安全性が高まるというものです。 

 こういったネットワークは、これからますます拡大発展していくこと

が想定されております。情報の共有や連結によって、これからの患者の

負担を軽減することは大切なことです。本市には中核病院として、市民

の健康を支えているＪＡ吉田総合病院があります。医療情報をネットワ

ーク化していくにも、それを使いこなすソフトの面の問題、さらには大

きなシステム改修や医療施設としてのハード面の課題も抱える厳しい病

院経営の中、今後に向けて市としてどのように支えていくお考えかお伺

いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 市長 浜田一義君。 

○浜 田 市 長  ただいまの「中核病院として市民の健康を支えているＪＡ吉田総合病

院を、市としてどのように支えていくか」との質問にお答えいたします。 

 近年、少子高齢化による患者数の減少や施設の老朽化、医療機器の価

格の高騰など、病院の経営環境が厳しさを増してきている状況の中、本

市は地域の中核病院であるＪＡ吉田総合病院との機能強化を図るための

支援を継続して行っているところであります。 
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 医療確保につきましては、広島県保健医療推進機構の医師派遣による

医師確保の支援を行い、平成29年度には3人の派遣医師を確保しており

ます。また、休日夜間救急診療所及び救急告示病院の運営支援や医療機

器整備の助成を行っているところであります。 

 今後におきましては、ますます高度化する医療技術を単独病院で完結

することは困難であることから、広島大学病院や県立広島病院等、複数

の医療機関と医療情報を共有することが重要になってくると認識をして

おります。 

 ＪＡ吉田総合病院におかれましても、医療情報の共有化の重要性は十

分に認識をされており、平成29年10月からひろしま医療情報ネットワー

クの情報開示病院として、医療情報の開示を進めておられます。 

 また、市内では、4診療所と6薬局が情報参照病院として、医療情報の

共有化を進めておられます。 

 また、近年、カルテの電子化が課題となっておりますが、老朽建物の

耐震化工事や建てかえ、医療機器の更新等、さまざまな計画と合わせて、

適切な時期にカルテの電子化も実施する計画であると伺っております。 

 今後とも、市民の健康を守る中核的医療機関として、ＪＡ吉田総合病

院の重要性はますます高まってくるものと考えており、必要に応じて適

切な支援を講じる計画でございます。 

 御理解を賜りますようよろしくお願いいたします。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  11月22日開催のＪＡの吉田総合病院の運営協議会の資料も見せていた

だきました。本当に市長が言われているように、この75周年でしたか。

安芸高田市において、開設されてからずっとこの市の中核病院として、

動いてくださってますが。市長は今回の本会議の質問の中でも、同僚議

員の質問に向けて、人口減対策、定住対策には就労の場、そして教育レ

ベル、そして子育て支援に力を入れていると言われております。 

 私はそれにプラス自治体病院ではございませんが、民間病院でありな

がら、安芸高田市そして周辺地域にとって、本当に医療機関、命を守る、

健康を支えていただける病院として、また地元医師会の本当に頼りにな

る基幹病院として動かれている、ＪＡ吉田総合病院の運営、しっかりと

今後も続けて、健全な形で、というのはちょっと厳しいかもしれません。

どうしても赤字体質は抜け出せないというようなところもございますが、

しっかりと継続、つなげていっていただきたいと思っております。 

 ＪＡ広島厚生連の中に、病院が4つありました。平成24年まで。平成

24年3月にＪＡの府中総合病院が、これは医師不足、また経営難、そし

て府中市自体の、府中市が合併で上下も入りましたので、府中の市立北

市民病院を抱え込むことになり、大変な状態になりました。このときに、

二つを一緒にして統合して、地方独立行政法人、府中市病院機構となっ

て今も動いております。これがこのとき全国で3例目ということでござ
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います。 

 全国の自治体病院は、6割から、いや7割が赤字と言われております。

そういう自治体病院ではなくて、民間で頑張っていただいている。この

病院をしっかりと存続を再優先した結果が今の府中市病院機構であると

言われてるのは、このときの府中市長でございますが、このときの府中

市長が言われた言葉の中に、「これから目指す医療は先端医療など中心

とした闘う医療ではなく、地域になくてはならない身近な医療で、高齢

社会に対応した支える医療」だと言われております。私もそう思います。

やはりしっかりと検査ができ、そして必要に応じて最先端の病院に送っ

ていく。しっかりとジェネラルドクターとして見立てをできる医師、若

い医師もしっかりとここへ吉田総合病院に来て、技術を積んで、またこ

れから高齢者社会ですから、高齢者の医療というような技術も積みなが

ら、育っていってほしいと思います。 

 医療機関は地域になくてはならないものです。市の中核病院として、

基幹病院として、また休日夜間救急病院として、今後も市民の命を守っ

ていただけるよう、市からの支援、本当に必要と考えます。これからも

お願いしたいと思います。 

 それでは、最後、大枠3点目に入らせていただきます。 

 子育て世代に向けた学習プログラムについてお願いいたします。 

 家庭の教育力向上を目指して、親の力を学び合う学習プログラム、通

称親プロを活用した学習機会の充実に、広島県教育委員会が力を入れて

いらっしゃいます。本市での親プロへの取り組みと、参加者の反応、さ

らに今後の取り組みについてお伺いいたします。 

 教育長お願いいたします。 

○先 川 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの山根議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御承知のように、親の力を学び合う学習プログラムは、平成20年

度から広島県教育委員会が提唱する学習方法で、家庭の教育力の向上を

目指して行う、参加型の学習プログラムでございます。進行はファシリ

テーターと呼ばれる、広島県生涯学習センターが認定した講師が行って

います。 

 今日では、子育てに関する情報は、インターネットなどにより、容易

に入手することができていますが、実際の生活の中では、気軽に相談で

きる人がいないなど、孤立感を持つ親が多くいることも事実でございま

す。子育てに関する多くの情報があふれる中、自分に合った情報はどれ

か、自分の子育てがこれでよいのかなどの不安を、参加者同士の話し合

いの中から、みずから気づき、みずから学ぶ力を高めていくことを目的

とした講座内容となっております。 

 安芸高田市におきましては、地域のボランティアを中心に、現在32名

のファシリテーターを養成し、ＰＴＡや子育てサークルなどからの講座
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開設の要請に応えているところでございます。 

 平成28年度におきましては、7回の開催要請があり、231名の参加者が

ありました。講座終了後のアンケートには、「悩んでいるのは私だけじ

ゃなかった」、「こんなやり方もあったんだ」など、多くの参加者から

不安が軽くなったといった感想をいただいています。 

 今後は、ステップアップも含めたファシリテーターの充実、新たな受

講対象の開拓を図っていきたいと考えています。 

 今後ともこの事業に対しまして、御理解をいただきますよう、よろし

くお願いを申し上げます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  私たちが子育てをしたころと比べて、本当に今の社会状況は難しくな

ってると思います。特に、携帯等、ＳＮＳ、また情報化の社会の中でい

ろんな情報が入ってくること、またそれを使うことによって、いじめと

か根が深くなったり、見えないところでの動きもあると思います。そん

な中で、両親ともに今は働かれる方がほとんどですので、子どもとのか

かわり合い、そういうところで悩まれる親御さんも多いと思いますけれ

ども、実際家庭教育が本当に全ての教育の出発点だと思います。親子と

いう私的な関係だけでなくて、社会を形成していく子どもを教育すると

いう、社会的な側面が大きくあると思います。 

 この家庭の努力のみに、この家庭教育というか、教育を委ねることで

はなくて、担い手である親が学んでいくことによって、社会として支え

ていくことが必要ではないか。親の学びを、親としての学びや、親が、

子育ては親育ちといいますから、子どもを育てることによって親も育ち

ます。それを応援することが今の家庭教育の支援の基本ではあるとは思

います。 

 そんな中で県が始めたこの親プロ、効果はすごく上がっているんでは

ないかと思います。しっかりと広げていっていただきたいんですけれど

も、この市町としての役割、今教育長も広げていくこと、そして32名の

ファシリテーター、これは市内でファシリテーターを養成されたもので

しょうか。そして、このファシリテーターの組織化とか、独自の運営の

サポートはどこがなされてるのか、ということをお聞きしたいと思いま

す。 

 さらには、養成に必要な人材をさらにもっと発掘したり、コーディネ

ートをする機関とか、そういうものについてもお考えなのかどうか、お

伺いいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  山根議員の御質問にお答えをいたします。 

 まず、ファシリテーター32名でございますが、これは市内でいわゆる

受講して資格を取った人数ということになります。現在、大体30代から
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70代までの方に、年齢層は幅広くなっております。特に、職業的なもの

を申しますと、どうしても現在のところ、社会教育指導員、あるいは私

どもの教育委員会の事務局の職員もおります。また、教員、あるいは保

育士のＯＢ、読み聞かせボランティアといった方に限定をされておりま

して、男女比で見ますと、男性が8名、女性が24名ということで、全体

に占める割合は男性が25％、女性が75％ということで、圧倒的に女性の

ファシリテーターが多い現状にございます。 

 このあたりをもう少し、男性をふやしていく、30代、40代といった、

もちろん20代ももちろんなんですが、若い層のファシリテーターをどう

やって育成をしていくかということを現在考えておるところでございま

す。 

 また、独自の運営サポートということでございますが、今日では養成

については、市町が主催をし、県立生涯学習センター職員を講師に招く

というスタイルに変わってきております。現在当市におきましては、年

に一度養成講座を開催し、ファシリテーターを育成するという形をとっ

ております。このあたりをさらに充実できるかどうか、県の生涯学習セ

ンターあたりと引き続いて協議をしてまいりたいというふうに思ってお

るところでございます。 

 最後でございますが、新たな受講対象の開拓といいますか、ややもす

ると現在のところ、やはり子育てサークル、あるいはＰＴＡの会合、中

には高齢者大学で話をさせていただくといったような、ごくごく限定を

された場での活動が主になっております。このあたりを議員御指摘の点

も踏まえまして、さらに幅広い活動の場を確保していく必要があるので

はないかなというふうに課題として感じているところでございます。 

 以上でございます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  一番初めにお聞きしてるとは思うんですけども、ちょっと聞き逃した

かもしれませんが、この受講対象者、小学校、中学校の保護者の方々だ

ったと思いますけれども、就学前の幼児を持たれている保護者の方々と

のこういう親プロとの接点というのは、今の時点でございますでしょう

か。 

 お尋ねいたします。 

○先 川 議 長  答弁を求めます。 

 教育長 永井初男君。 

○永井教育長  ただいまの山根議員の子育て世代ということでございますが、先ほど

申しましたように、子育てサークル等が若干含まれておりますが、まだ

十分という状況にはなっておりません。このあたりも課題でございます

が、出かけていくのは、保育所あたりも出かけていくというようなこと

は、数は少ないんですが、ちょっとまあはっきり回数は把握しておりま

せんが、ございます。 
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 ただし、先ほど申しましたＰＴＡでありましたり、あるいは高齢者大

学といったようなところが中心でございますので、参加としては全く問

題はないわけでございまして、この親の力を学び合う学習プログラムの

目的からして、自他の子育てを振り返り、学び合う中で親がみずから気

づき、みずから学べる力を高めるということでございますので、このあ

たりから考えましても、議員御指摘の子育て世代といいますか。そうい

ったところへもっともっと、この学習の場を広げていく必要があるとい

うふうには考えておるところでございます。 

○先 川 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 5番 山根温子さん。 

○山 根 議 員  最後にこのどの層に向かって言ってるかというのを、就学時前の保護

者についてお聞きしたのは、今、アメリカで研究成果が発表されている

んですけれども、教育にお金をかけるのならば、就学前の幼児期に行う

のが最も投資的効果が高いと。ＩＱを求めた算術ができたり、字が書け

たり、いろんなテストにいい点を取るような、認知能力ではなくて、生

きる力、非認知能力、好奇心旺盛で粘り強く、課題に取り組める姿勢を

継続できる。そういうものを持った子どもを育てることが、将来的には

本当に教育レベル的にいっても、高学歴で高収入でって、そういうとこ

ろで勤めることも可能な人間的魅力をもった子に成長するんだというこ

とをずっと一人、何人かのお子さんを対象として見られた結果が出たと

いうので、今よく言われることなんですけれども、ある意味そういう今

特に支援が必要なお子さんもだんだんと医療的に診療の中で、病気とし

て判断されることも多いので出てくるんですけれども。 

 そういった中でも、やはり生きる力というものがあるような子どもを

育てていくには、就学前からということで、やはり家庭の保護者の教育

力というか、皆さんと一緒に話す中で、こういう子どもを育てたいねっ

ていう、こういうかかわり方がいいよというような、そういうものを早

くからファシリテーターとの中で実行に移すことができれば、今まさに

親とかそういう年代になっても、あのときああしてればということがご

ざいますので、実際に今そういう親世代の方が若い世代の方が早くから

そういう知識を、知識というかいろんなパターンというか、こういうと

きにはこういう対応をするとか、ぐっとこらえてのばすとか、一緒に体

験をする、スポーツをする、いろんなところへ連れて行って興味を、な

ぜという関心を好奇心を引っ張り出すと、そういうような方向に向けて

いくことが必要ではないかと思います。 

 今、市長も教育レベルを上げると言って、頑張ってらっしゃいます。

そういう意味では、就学前からもこういった家庭教育からの実践が必要

ではないかと思って申し上げました。 

 本日、これにて、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○先 川 議 長  以上で、山根温子さんの質問を終わります。 
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 以上で、本日の日程は終了いたしましたので散会いたします。 

 次回は、12月21日午前10時に再開いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時０８分 散会 
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